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特集は「変化する消費者ニーズに対応した野菜産地の方策とは」を予定。
経済・社会活動の転換期にあたり、野菜産地には大きく変化する消費者
ニーズへの対応力が問われている。今後の生き残りに向けてカギを握る加
工・業務用野菜への取り組みを踏まえ、野菜産地発展の方策を考察する。

短期集中3回連載「SDGs、その役割を問う」最終回

自然資本の経済はじまる
3 自然資本に配慮した持続可能な産業

藤田 香
自然資源を経営基盤ととらえ、持続可能に利用する「自然資本経営」がグローバルスタンダード
となりつつある。国内での取り組みは東京五輪を契機に加速し、地域活性化にもつながっている

7 環境への負荷の小さい農業を広げる
小野 邦彦

「環境保護」はSDGｓの大きな柱の一つだ。環境保全に策を講じず利益のみ追求する農
業から脱却しなければならない。持続可能な社会、環境の実現へ奮闘する農業者を紹介

11 水産エコラベルは産業と生活の架け橋
垣添 直也
水産資源の持続的利用や生態系の保全維持には資源管理活動が重要だ。海洋の自然環境
や資源管理に配慮した水産物であることを示すためには、水産エコラベルの普及がかかせない

15 �新しく始まった収入保険制度への加入状況�
―2020年1月調査―

新・農業人
23 �大石�博／神奈川県

縁もゆかりもない土地で、農業の知識や経験をまったく持たずに就農した若手農業者。
持ち前の行動力によって、いまでは次世代を担う若手農業者と期待されるまでになった

変革は人にあり
27 �中森農産株式会社／埼玉県�
中森�剛志
高齢化が進む日本の農業を支えようと、矢継ぎ早に農地を引き受け規模拡大。
食料安保を担うべく、未来を見据えて世界水準の効率的な水田農業をめざす
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オーガニックは不可能じゃない　高橋 勉 ------- 2
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山田 奈緒／滋賀県
青山 浩子（文）　河野 千年（撮影）---------------- 19
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おいしいひと皿　宮本 しばに ----------------------- 22
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金田 郷史 ----------------------------------------------------- 25
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吉岡 宏 --------------------------------------------------------- 30
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市河 憲良 ----------------------------------------------------- 31
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宇根 豊 --------------------------------------------------------- 34
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第15回アグリフードＥＸＰＯ東京2020
開催中止のお知らせ
情報企画部 ----------------------------------------------------- 35
金沢支店発
勉強会と交流会を開催しました --------------------------- 35

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた 
農林漁業者の皆さまへ --------------------------------- 36

みんなの広場・編集後記 ------------------------------------- 37

TiDBit：上級農業経営アドバイザーのこぼれ話
「八百屋の学問」を実践する　木山 雅人 ------ 38

シリーズ・その他

情報戦略レポート

特　集

経営紹介

撮影：西垣 良次

朝焼けの棚田
■丹後半島の先端、海を望む急斜面では、幾重もの棚田が美しい朝焼
けを映し輝いている■

京都府与謝郡伊根町
2015年6月撮影

＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。
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望
気
観
天

オーガニックは不可能じゃない

　

日
本
に
お
い
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業（
以
下
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
）は
、長

き
に
わ
た
り「
無
農
薬
で
安
全
」と
い
う
形
で
矮
小
化
さ
れ
て
き
た
。こ
の

誤
解
と
も
い
え
る
認
識
が
広
く
浸
透
し
す
ぎ
て
、も
は
や
修
正
困
難
に
な

っ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
あ
え
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
原
点
を
ひ
も
解
い
て

み
た
い
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
は
、多
様
な
考
え
方
が
存
在
す
る
が
、原
点
は「
自
然

循
環
機
能
の
活
用
」で
あ
る
。具
体
的
に
は
、自
然
界
の
物
質
循
環
と
人
間

活
動
と
の
調
和
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
い
る
。ゆ
え
に
、循
環
し
な
い
も
の
は
使

用
し
な
い（
よ
う
に
心
掛
け
る
）。た
と
え
農
薬
が
人
畜
無
害
で
も
、循
環

に
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
使
用
を
避
け
る
。化
学
肥
料
も
同
様
。い
う

な
れ
ば
、生
態
系
目
線
で
人
間
の
生
産
活
動
を
見
直
し
、自
然
循
環
機
能
を

活
用
す
る
方
法
へ
と
切
り
替
え
て
い
く
の
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

一
つ
、わ
か
り
や
す
い
例
を
挙
げ
て
お
く
。オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
伝
統
的
な

技
術
に「
踏
み
込
み
温
床
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。秋
に
集
め
た
落
ち

葉
と
米
ぬ
か
を
洋
菓
子
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
の
よ
う
に
積
み
上
げ
、そ
の
発

酵
熱
を
使
っ
て
寒
い
時
期
の
育
苗
を
お
こ
な
う
。

　

通
常
の
育
苗
で
は
熱
源
に
化
石
燃
料
を
使
う
の
で
、循
環
し
な
い
ば
か

り
か
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
。こ
れ
に
対
し
踏
み
込
み
温
床

は
、使
用
後
の
落
ち
葉
と
米
ぬ
か
を
田
畑
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。温
室
効

果
ガ
ス
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、化
石
燃
料
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
い
。

　

昔
の
日
本
人
は
、身
近
な
資
源
の
活
用
術
に
長
け
て
い
た
。し
か
し
、手

間
暇
が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
敬
遠
さ
れ
、技
術
の
多
く
は
忘
却
の
か
な

た
へ
押
し
や
ら
れ
た
。

　

い
ま
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
国
や
地
域
で
自
然
環
境
が

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。自
然
環
境
の
劣
化
は
社
会
環
境
の
悪
化
を
招
く
。そ

こ
で
国
連
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
打
ち
出
し
た
わ
け
だ
が
、こ
こ
で
も
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

い
ま
こ
そ
、自
然
の
循
環
機
能
に
目
を
向
け
よ
う
。オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
は
決

し
て
不
可
能
で
は
な
い
。ヒ
ン
ト
は
、先
人
た
ち
の
知
恵
の
中
に
あ
る
。

たかはし つとむ
1967年埼玉県生まれ。92年の地球サミットを機に環
境運動に参画。その後、オーガニック農家での下積みを
経て、2000年よりJONAで検査員兼事務局員として勤
務。世界各地のオーガニック農場を検査してきた。11
年より現職。地域風土に根ざしたオーガニックの普及
をめざす。

特定非営利活動法人日本オーガニック＆ 
ナチュラルフーズ協会（JONA） 理事長

高橋 勉
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増
え
る
持
続
可
能
な
農
林
水
産
物

　

日
清
食
品
株
式
会
社
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
は
、２
０

２
０
年
２
月
か
ら
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ（
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油

の
た
め
の
円
卓
会
議
）認
証
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て

店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
の
揚
げ
油
と
し
て
も
使
わ
れ
る
パ

ー
ム（
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
）油
は
、世
界
で
最
も
消
費
量
の
多

い
植
物
油
だ
。し
か
し
、そ
の
主
要
生
産
地
で
あ
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
領
の
ボ
ル
ネ
オ
島
で
は
、パ

ー
ム
農
園
の
開
発
が
熱
帯
雨
林
の
破
壊
を
招
き
、オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
の
野
生
生
物
の
減
少
を
も
た
ら
し
、

農
園
労
働
者
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
問
題
視
さ
れ

て
き
た
。そ
こ
で
パ
ー
ム
油
関
連
企
業
や
環
境
保
全
団

体
が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
の
が
、環
境
や
人
権
に
配
慮

し
た
パ
ー
ム
の
生
産
基
準
を
定
め
る
認
証「
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

認
証
」制
度
で
あ
る
。カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
、こ
う
し
た
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
を
使
っ
て
生
産

し
て
い
る
こ
と
を
消
費
者
に
伝
え
て
い
る
。

　

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社
も
、Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証

の
パ
ー
ム
油
を
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト

な
ど
の
揚
げ
油
に
採
用
し
て
い
る
。同
社
は
フ
ィ
レ
オ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
魚
に
、海
の
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
て

漁
獲
し
た
こ
と
を
示
す
Ｍ
Ｓ
Ｃ（
海
洋
管
理
協
議
会
）認

証
の
タ
ラ
を
使
用
し
、昨
年
秋
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
表

示
し
て
い
る
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
袋
な
ど
の
紙
類
も
、環
境

保
全
や
地
域
社
会
に
配
慮
し
た
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
Ｆ
Ｓ
Ｃ（
森
林
管
理
協
議
会
）認
証
の
紙
に

切
り
替
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、生
物
多
様
性
や
環
境
保
全
、地
域
社
会

や
労
働
者
の
人
権
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
林
水

産
物
が
急
速
に
増
え
て
き
た
。か
つ
て
は
環
境
に
配
慮

し
た
一
部
の
生
産
者
だ
け
が
作
り
、環
境
意
識
の
高
い

消
費
者
だ
け
が
購
入
し
て
い
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商
品

が
、当
た
り
前
の
よ
う
に
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

自
然
の
恵
み
は
タ
ダ
で
は
な
い

　

農
林
水
産
物
は
自
然
の
恵
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
業
に
か
か
わ
ら
ず
、あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い

て
、自
然
の
資
源
を
重
要
な
経
営
基
盤
と
見
な
し
、そ
れ

を
保
全
し
な
が
ら
持
続
可
能
に
利
用
す
る「
自
然
資
本

経
営
」が
世
界
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

自
然
資
本
経
営
と
は
、水
や
大
気
、土
壌
、生
態
系
な

ど
の
地
球
上
の
自
然
資
源
を
、経
営
を
支
え
る
資
本
と

見
な
し
、そ
れ
ら
へ
の
影
響
や
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
経

営
で
あ
る
。ま
た
、自
社
だ
け
で
な
く
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
自
然
へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
考
え
方
で

自
然
資
本
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
産
業

も
と
も
と
自
然
資
源
に
よ
って
成
り
立
って
き
た
経
済
が
行
き
詰
ま
っ
た
。そ
し
て
環
境
や
人

権
に
配
慮
し
た
自
然
資
本
経
営
が
、農
林
水
産
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。水
や
大
気
、土
壌
、

生
態
系
な
ど
自
然
資
本
を
そ
こ
な
え
ば
、持
続
可
能（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）な
経
営
は
で
き
な

い
。自
然
資
本
に
配
慮
す
る
農
林
水
産
業
が
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
現
状
を
追
う
。

特
集　
自
然
資
本
の
経
済
は
じ
ま
る

ふじた かおり
富山県生まれ。東京大学理学部物理学科卒業。日経BPに
入社し、『日経エレクトロニクス』『ナショナルジオグラ
フィック日本版』『日経エコロジー』を経て、現職。著書に

『SDGsとESG時代の生物多様性・自然資本経営』（日経
BP社）。富山大学客員教授。環境省の委員など歴任。

株式会社 日経BP 『日経ESG』シニアエディター

藤田 香 FUJITA Kaori
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特集　自然資本の経済はじまる

あ
る
。自
社
が
自
然
に
与
え
る
影
響
が
い
く
ら
小
さ
く

て
も
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
流
で
生
態
系
や
地
域
の

人
々
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、大
量
の
水
を
使
用
し
た
り

森
林
を
破
壊
し
た
り
す
れ
ば
持
続
可
能
と
は
い
え
な
い
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
温
暖
化
対
策
、水
対
策
、

生
態
系
へ
の
配
慮
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
お
こ
な
う
こ
と
が

重
要
だ
。

　

さ
ら
に
自
然
資
本
経
営
は
、環
境
だ
け
で
な
く
、人
権

や
労
働
な
ど
の
社
会
的
問
題
に
も
配
慮
す
る
経
営
で
あ

る
。自
然
資
源
の
調
達
・
生
産
現
場
は
労
働
集
約
的
で

あ
り
、人
権
や
労
働
上
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。そ
こ
に
目

配
り
す
る
こ
と
も
持
続
可
能
な
経
営
に
肝
要
だ
。

　
「
自
然
資
本
」と
い
う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、２
０
１
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ

た「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議（
リ
オ
＋
20
）」が
き
っ

か
け
で
あ
る
。金
融
機
関
の
集
ま
り
で
あ
る
国
連
環
境

計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が「
自
然
資

本
宣
言
」を
発
表
し
、融
資
や
投
資
、保
険
な
ど
の
金
融

商
品
に
、自
然
資
本
を
大
切
に
す
る
視
点
を
入
れ
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。企
業
が
自
然
資
本
を
守
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
判
断
基
準
に
加
え
て
投
融
資
先
を
選
別

す
る
と
し
た
。

　

リ
オ
＋
20
で
は
、ア
パ
レ
ル
大
手
の
プ
ー
マ
が
、自
社

の
事
業
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
自
然
資
本
に
与

え
る
負
荷（
コ
ス
ト
）を
金
額
換
算
し
た「
自
然
資
本
会

計
」を
発
表
し
た
こ
と
で
も
、話
題
を
集
め
た
。

　

自
然
資
本
経
営
の
本
質
に
は「
自
然
は
タ
ダ
で
は
な

い
」と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
企
業
は
自
然
が

与
え
る
恩
恵（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）、た
と
え
ば
水
源
涵か

ん

養よ
う

や
木
を
生
育
さ
せ
る
働
き
に
対
し
て
、正
当
な
対
価

を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。自
然
の
働
き
は
経
済
シ
ス
テ

ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。こ

の
た
め
人
間
は
自
然
の
破
壊
を
ど
ん
ど
ん
進
め
た
。し

か
し
、世
界
人
口
の
増
加
が
続
く
中
、自
然
が
も
た
ら
す

き
れ
い
な
水
や
木
材
な
ど
の
原
材
料
を
持
続
可
能
に
入

手
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

自
然
資
本
経
営
は
、地
球
上
の
自
然
を
、価
値
を
生

み
出
す「
資
本（
ス
ト
ッ
ク
）」と
見
な
し
、そ
こ
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
恩
恵
を「
フ
ロ
ー
」と
見
る
。「
資
本
」と
い

う
表
現
は
経
営
者
の
腹
に
は
す
と
ん
と
落
ち
る
だ
ろ
う
。

金
融
資
本
や
製
造
資
本
、人
的
資
本
と
並
び
、企
業
経

営
を
支
え
る
資
本
の
一
つ
と
し
て
自
然
資
本
を
位
置
付

け
た
も
の
で
あ
る
。

広
が
る
自
然
資
本
経
営

　

２
０
１
５
年
に
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）が
登
場
し
て
か
ら
、自
然
資
本
経
営
の
考
え

方
は
さ
ら
に
世
の
中
に
広
が
っ
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

達
成
は
自
然
資
本
経
営
と
親
和
性
が
高
い
。た
と
え
ば

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
６「
安
全
な
水
」や
目
標
14「
海
の
豊

か
さ
」、目
標
15「
陸
の
豊
か
さ
」は
、ダ
イ
レ
ク
ト
に
自

然
や
生
態
系
の
保
全
に
関
す
る
も
の
だ
。目
標
２「
持

続
可
能
な
農
業
」や
目
標
12「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責

任
」は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
林
水
産
業
や
食
品
と
つ
な

が
る
。

　

目
標
１「
貧
困
」や
目
標
10「
不
平
等
」も
そ
う
だ
。自

然
資
源
が
豊
か
な
場
所
は
途
上
国
や
地
方
に
多
い
。生

産
者
の
生
活
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
調
達
や
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
を
実
施
し
、人
権
・
労
働
に
配
慮
す
る
こ

と
は
、都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
に
つ
な
が
り
、自
然
資

本
経
営
の
環
境
・
人
権
配
慮
と
通
じ
る
。

　

自
然
資
本
経
営
が
最
近
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
う
一
つ
の
理
由
に
は
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
が
あ

る
。Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
は
、企
業
の「
環
境
や
社
会
、ガ
バ

ナ
ン
ス（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）」の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
投
資

判
断
に
生
か
す
も
の
で
、こ
こ
数
年
、投
資
金
額
は
世

界
的
に
伸
び
て
き
た
。世
界
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
12
年
の

約
１
６
０
０
兆
円
か
ら
18
年
に
は
約
３
３
７
０
兆
円

と
倍
増
。日
本
で
も
15
年
の
26
兆
円
か
ら
19
年
に
は

３
３
６
兆
円
へ
と
急
速
に
拡
大
し
て
い
る（
日
本
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
調
べ
）。

日本マクドナルドは、コーヒー、紙、フライ油に
サステナブルな認証の農林水産物を使用して
いる
©日経ESG／ESG経営フォーラム
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自然資本に配慮した持続可能な産業

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、財
務
情
報
だ
け
で
企
業
価

値
を
判
断
す
る
こ
と
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
、環
境
や
社

会
、人
権
な
ど
の
非
財
務
情
報
の
重
要
性
が
投
資
家
に

認
識
さ
れ
た
。環
境
や
社
会
に
配
慮
し
、ガ
バ
ナ
ン
ス
も

し
っ
か
り
し
た
企
業
は
、中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上

と
持
続
的
な
成
長
が
期
待
で
き
、投
資
家
も
安
定
し
た

配
当
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
テ
ー
マ
の
中
で
も
、こ
れ
ま
で
投
資
家
は

温
暖
化
対
策
を
中
心
に
企
業
を
評
価
し
て
い
た
が
、最

近
は
水
や
森
と
い
っ
た
自
然
資
本
へ
の
対
応
に
関
心
を

広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。た
と
え
ば
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

取
り
組
み
を
格
付
け
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、気
候
変
動
へ
の
対
策
に
加
え
て
、15
年
か
ら
企

業
の
水
戦
略
、16
年
か
ら
森
林
戦
略
の
格
付
け
を
公
表

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。森
林
で
は
パ
ー
ム
油
、大
豆
、畜

牛
、木
材
へ
の
戦
略
や
対
策
を
評
価
し
て
格
付
け
し
て

い
る
。企
業
の
水
産
物
へ
の
持
続
可
能
性
の
戦
略
や
対

策
を
格
付
け
し
て
、公
表
を
始
め
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
機
関

も
あ
る
。投
資
家
の
関
心
は
水
や
森
林
、水
産
物
へ
と
向

か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
の
投
資
は
上
場
企
業
に

限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、そ
の
影
響
は
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
通
し
て
地
方
の
中
小
企
業
や
生
産
地
に
も

及
ぶ
。納
入
先
か
ら
自
然
資
本
へ
の
配
慮
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
増
え
る
だ
ろ
う
。地
方
の
金
融
機
関
の
意
識

も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
重
視
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。融
資
の
際
に

環
境
や
社
会
へ
の
配
慮
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

食
の
持
続
可
能
性
を
加
速
す
る

　

自
然
資
本
経
営
を
加
速
さ
せ
て
い
る
も
う
一
つ
の
要

因
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会（
以
下
、東
京
五
輪
）で
あ
る
。

　

東
京
五
輪
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
、持
続
可
能
な
大

会
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き
た
。そ
の
た
め
に
、大
会

で
使
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
原
材
料
に
対
し
て「
持
続
可
能

性
に
配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド
」を
策
定
し
た
。ま
た
、木

材
、農
産
物
・
畜
産
物
・
水
産
物
、パ
ー
ム
油
、紙
と
い
う

品
目
別
の「
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
調
達
基
準
」も
定

め
た
。そ
こ
に
は
合
法
性
の
担
保
や
、生
態
系
へ
の
配
慮
、

長
時
間
労
働
や
外
国
人
労
働
者
へ
の
配
慮
な
ど
、人
権

や
地
域
社
会
へ
の
配
慮
な
ど
の
要
件
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。要
件
を
満
た
す
例
と
し
て
複
数
の
認
証
制
度
を
例

示
し
た
。

　

東
京
五
輪
が
背
中
を
押
す
よ
う
に
し
て
、企
業
は
認

証
を
取
得
し
た
原
材
料
の
利
用
を
加
速
さ
せ
て
き
た
。

農
林
水
産
省
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、環
境
保
全
や
食
の
安

全
に
取
り
組
む
農
家
に
与
え
ら
れ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）認
証
を
取
得
し
た
農
家
は
、２
０
１
２
年

の
約
１
８
０
０
件
か
ら
19
年
に
は
約
５
３
０
０
件
に
増

え
た（
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
合
計
）。森
林
認
証（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
、Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認

証
を
含
む
）を
取
得
し
た
日
本
の
森
の
面
積
は
、12
年
の

１
２
８
万
㌶
か
ら
19
年
に
は
２
３
３
万
㌶
に
増
大
し
た

（
各
認
証
団
体
の
数
字
の
合
計
）。い
ず
れ
も
五
輪
開
催

に
よ
る
効
果
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、企
業
は
ど
の
よ
う
に
自
然
資
本
経
営
を

進
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
つ
目
は
、生
産
時
に
大
気
や
水
や
生
態
系
な
ど
自

然
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、廃
棄
物
を
循
環
型
に
す
る
な

ど
工
程
を
見
直
す
こ
と
だ
。二
つ
目
は
、原
材
料
調
達
時

に
環
境
や
人
権
に
配
慮
し
た
原
材
料
を
選
ぶ
こ
と
。サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
特
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

及
ぼ
す
原
材
料
を
特
定
し
、そ
れ
が
及
ぼ
す
影
響
が
、野

生
生
物
な
の
か
、水
な
の
か
、人
権
な
の
か
を
見
極
め
、

負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
。認
証
の
原
材
料
を
活
用
す
る

こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、自
社
が
自
然
資
本
に
及
ぼ
す
負
荷
を
定
量

評
価
し
、目
標
を
設
定
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
・
実
行
・
評

価
・
改
善
）サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
改
善
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。進
捗
の
状
況
を
情
報
開
示
し
た
り
、商
品
に

認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
た
り
し
て
、自
然
資
本
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
で
、ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

ホ
ッ
プ
栽
培
が
町
を
活
性
化

　

自
然
資
本
経
営
を
進
め
て
い
る
農
林
水
産
業
や
食

品
メ
ー
カ
ー
の
事
例
を
二
つ
紹
介
し
よ
う
。

　

一
例
目
は
岩
手
県
遠
野
市
で
進
め
る
ホ
ッ
プ
栽
培
だ
。

日
本
の
ビ
ー
ル
に
使
わ
れ
て
い
る
ホ
ッ
プ
は
大
半
が
輸

入
品
で
あ
り
、国
産
ホ
ッ
プ
を
生
産
し
て
い
る
の
は
主

に
秋
田
県
と
岩
手
県
だ
け
。そ
の
多
く
を
調
達
し
て
い

る
の
が
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社（
以
下
、キ
リ
ン
）で

あ
る
。し
か
し
、高
齢
化
な
ど
で
遠
野
市
の
契
約
農
家
の

数
は
１
９
７
４
年
の
２
３
９
戸
か
ら
２
０
１
８
年
に
は

34
戸
に
減
少
し
た
。打
ち
捨
て
ら
れ
た
ホ
ッ
プ
畑
は
耕

作
放
棄
地
と
な
り
、生
態
系
が
荒
廃
す
る
。と
は
い
え
、

国
産
ホ
ッ
プ
は
輸
入
品
に
比
べ
て
３
～
４
倍
の
値
段
で

あ
り
、キ
リ
ン
に
と
っ
て
も
使
い
続
け
る
こ
と
に
は
決

断
が
必
要
だ
っ
た
。

　

し
か
し
キ
リ
ン
は
、ホ
ッ
プ
畑
を
残
す
こ
と
で
、周
囲

の
防
風
林
と
草
地
を
含
む
里
山
の
生
態
系
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
、地
域
を
活
性
化
で
き
る
と
し
て
、国
産
ホ
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ッ
プ
使
用
の
継
続
を
決
め
た
。そ
こ
で
農
家
や
農
協
、農

林
中
央
金
庫
、遠
野
市
、町
づ
く
り
の
社
会
起
業
家
な
ど

と
協
力
し
、生
態
系
を
維
持
し
な
が
ら
ホ
ッ
プ
生
産
を

続
け
ら
れ
る
方
法
を
考
え
た
。

　

出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
が
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
作
り
だ
。

国
産
ホ
ッ
プ
は
香
り
や
風
味
を
生
か
せ
て
ビ
ー
ル
に
付

加
価
値
を
付
け
ら
れ
る
。キ
リ
ン
は
国
産
ホ
ッ
プ
を
自

社
の
ビ
ー
ル
に
使
う
だ
け
で
な
く
、全
国
各
地
の
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
供
給
す
る
こ
と
に
し
た
。さ

ら
に
全
国
の
飲
食
店
に
各
地
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
飲

め
る
サ
ー
バ
ー
を
17
年
か
ら
設
置
し
始
め
、19
年
に
は

全
国
１
万
３
０
０
０
店
に
ま
で
広
げ
、ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
普
及
と
出
口
づ
く
り
に
奔
走
し
た
。横
浜
工
場
と

東
京
・
代
官
山
に
も
醸
造
所
を
併
設
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、国
産
ホ
ッ
プ
の
発
信
基
地

と
し
た
。

　

工
業
製
品
化
さ
れ
て
価
格
競
争
に
陥
っ
て
い
る
通
常

の
ビ
ー
ル
に
対
し
て
、国
産
ホ
ッ
プ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
は
高
付
加
価
値
な
う
え
、生
態
系
を
維
持
で

き
る
。遠
野
の
ホ
ッ
プ
畑
で
は
、地
元
の
学
校
が
子
ど
も

た
ち
の
生
き
物
観
察
授
業
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

各
地
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
各
地
の
食
材
を
ペ
ア
リ
ン

グ
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、ホ
ッ
プ
畑
で
の
ビ
ア
ツ

ー
リ
ズ
ム
、農
家
民
泊
な
ど
も
始
ま
り
、地
域
活
性
化
も

進
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

農
業
生
産
者
１
人
と
醸
造
者
１
人
を
新
規
募
集
し
た

と
こ
ろ
、80
人
も
の
若
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。

自
然
資
本
経
営
の
考
え
方
に
の
っ
と
っ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
国
産
ホ
ッ
プ
作
り
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
め
ざ
す
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

日
本
初
の
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
取
得

　

二
つ
目
の
事
例
は
、宮
城
県
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
の

水
産
業
だ
。こ
の
地
域
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、カ

キ
の
養
殖
い
か
だ
な
ど
が
す
べ
て
流
さ
れ
た
。復
興
に

あ
た
り
地
元
が
選
択
し
た
の
が
、全
国
で
初
め
て
Ａ
Ｓ

Ｃ（
水
産
養
殖
管
理
協
議
会
）認
証
を
取
得
し
た
カ
キ
の

生
産
だ
。Ａ
Ｓ
Ｃ
は
自
然
環
境
を
持
続
可
能
に
利
用
し
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
、労
働
環
境
に
配
慮
し
た
養
殖
業

を
証
明
す
る
国
際
認
証
制
度
。認
証
を
取
得
す
る
た
め

に
は
震
災
前
に
過
密
だ
っ
た
い
か
だ
の
密
度
を
３
分
の

１
に
間
引
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

漁
師
た
ち
は
生
産
量
や
収
入
が
減
る
と
し
て
当
初
は

反
対
し
た
が
、「
次
世
代
も
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
漁

業
を
残
そ
う
」「
50
年
後
や
１
０
０
年
後
も
残
る
海
に

し
よ
う
」と
話
し
合
い
、い
か
だ
を
減
ら
す
決
断
を
し
た
。

　

密
度
を
減
ら
し
た
結
果
、一
つ
一
つ
の
カ
キ
が
大
き

く
成
長
し
、結
果
的
に
１
経
営
体
当
た
り
の
生
産
量
は
、

10
年
か
ら
17
年
で
２
倍
に
、生
産
金
額
は
１・５
倍
に
増

え
た
。１
日
当
た
り
の
労
働
時
間
は
10
時
間
か
ら
６
時

間
に
減
り
、若
者
に
も
魅
力
的
な
職
場
に
な
っ
た
。現

在
、30
歳
代
以
下
が
３
割
を
占
め
て
い
る
。自
然
資
本
経

営
を
進
め
た
こ
と
で
、収
益
が
上
が
り
、働
き
方
改
革
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　

戸
倉
地
区
の
カ
キ
は
イ
オ
ン
な
ど
の
小
売
店
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。最
近
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、社
員
食
堂
で
こ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ー
フ
ー

ド
を
メ
ニ
ュ
ー
に
出
す
企
業
も
出
て
き
た
。パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
株
式
会
社
、損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、株
式
会

社
そ
ご
う
・
西
武
、株
式
会
社
日
立
製
作
所
、Ｍ
Ｓ
＆
Ａ

Ｄ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
だ
。日
本
航
空

株
式
会
社（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）は
機
内
食
で
使
い
始
め
た
。こ
う

し
た
大
手
企
業
に
と
っ
て
、社
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
び

貢
献
す
る
の
に
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
林
水
産
物
や
食

は
と
て
も
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、今
後
も
広
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　

自
然
資
本
経
営
に
基
づ
く
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
林

水
産
物
は
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

食
品
へ
の
需
要
が
高
い
欧
州
へ
の
輸
出
も
期
待
で
き
る
。

国
内
に
お
い
て
も
、若
い
世
代
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
を
学
び
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」と
呼
ば
れ
、持
続
可
能
性
や
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
感

度
が
高
い
。彼
ら
が
消
費
者
の
中
心
に
な
る
時
代
は
遠

く
な
い
将
来
訪
れ
る
。

　

自
然
資
本
経
営
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
こ
と
は
、地

域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。農
林
水
産
業
の
現
場
で
自

然
資
本
経
営
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
み
、日
本
の

地
方
が
、よ
り
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

生物多様性の豊かさを残した岩手県遠野市のホップ畑
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坂
ノ
途
中
の
め
ざ
す
も
の

　
「
坂
ノ
途
中
」は
京
都
を
拠
点
に
、農
産
物
の
流
通
、

販
売
を
事
業
と
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

通
販
を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
か
、百
貨
店
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
小
売
店
や
飲
食
店
へ
の

卸
売
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
は
、環
境
へ
の
負
担
の
小
さ

い
農
業
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。現
代
農
業
は
、低
コ
ス

ト
化
、省
力
化
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、洗
練
さ
れ
て
き

た
一
方
で
、環
境
へ
の
負
荷
と
い
う
側
面
に
は
あ
ま
り

目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。未
来
か
ら
前

借
り
を
す
る
よ
う
に
外
部
資
源
に
依
存
し
て
営
ま
れ
る

農
業
は
、い
つ
か
滅
び
る
か
も
し
れ
な
い
。私
た
ち
は
環

境
負
荷
の
小
さ
い
農
業
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、農
業

を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
た
い
。そ
こ
か
ら
持
続
可
能

な
社
会
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、新
し
く
農
業
に
挑
戦
す
る
人
が
増

え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。農
業
従
事
者

が
高
齢
化
し
て
い
く
な
か
で
、新
規
就
農
を
志
す
人
た

ち
の
多
く
は
、有
機
農
法
な
ど
資
源
循
環
型
の
持
続
可

能
な
営
農
ス
タ
イ
ル
を
志
向
し
、模
索
し
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
、彼
女
ら
に
は
壁
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、生
産

量
が
少
量
だ
っ
た
り
不
安
定
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
り
と

い
う
こ
と
。少
量
不
安
定
な
も
の
を
扱
い
た
が
る
流
通

企
業
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。直
売
所
は
、少
量
で

も
出
荷
で
き
る
販
路
で
す
が
、近
隣
の
す
で
に
一
線
を

退
い
た
農
家
さ
ん
た
ち
が
安
値
で
出
荷
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
た
め
、一
部
の
人
気
が
集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
除
き
、若
手
農
家
が
営
農
を
維
持
で
き
る
価
格
で
販

売
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
の
で
す
。

　

坂
ノ
途
中
は
、た
と
え
少
量
で
も
不
安
定
で
も
、品

質
が
良
け
れ
ば
相
応
の
価
格
で
販
売
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
で
、環
境
負
荷
の
小
さ
な
農
業
に
取
り
組

む
人
た
ち
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。坂
ノ
途
中
の

名
に
は
成
長
途
中
に
あ
る
生
産
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
に
事
業
を
組
み
立
て
て
き
た
結
果
、風
変

わ
り
な
特
徴
や
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、新
規
就
農
者
が
栽
培
し
た
農
産
物
は
、

「
意
外
な
ほ
ど
」お
い
し
い
こ
と
が
多
い
点
で
す
。坂
ノ

途
中
の
売
り
上
げ
は
、毎
年
、安
定
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
。た
と
え
ば
ネ
ッ
ト
通
販
は
、前
年
比
１
３
０
～

１
６
０
％
程
度
の
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、品

質
評
価
に
シ
ビ
ア
な
百
貨
店
や
ホ
テ
ル
が
継
続
的
に
取

引
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
扱
っ
て
い

る
農
産
物
、つ
ま
り
新
規
就
農
者
が
栽
培
し
た
農
産
物

の
品
質
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ
い
農
業
を
広
げ
る

京
都
を
拠
点
に
、野
菜
な
ど
の
農
産
物
を
自
社
便
で
配
送
す
る「
坂
ノ
途
中
」の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。新
規
就
農
者
の
つ
く
る
農
産
物
を
き
ち
ん
と
評
価

し
、農
産
物
で
あ
る
が
ゆ
え
の
品
質
の「
ブ
レ
」を
消
費
者
に
伝
え
る
。環
境
へ
の
負
荷
の
小

さ
い
農
業
を
広
げ
る
こ
と
が
事
業
の
使
命
だ
。

特
集　
自
然
資
本
の
経
済
は
じ
ま
る

おの くにひこ
1983年奈良県生まれ。2009年坂ノ途中を設立。メッセ
ージ「百年先もつづく、農業を」を掲げ、農薬や化学肥料
不使用で栽培された農産物の販売をおこなっている。提
携農業者の約9割が新規就農者。環境負荷の小さい農業
を実践する農業者の増加をめざしている。

株式会社坂ノ途中 代表取締役

小野 邦彦 ONO Kunihiko



8　AFCフォーラム 2020・6・7

特集　自然資本の経済はじまる

　

食
べ
て
み
る
、ほ
場
を
訪
ね
て
生
産
者
と
じ
っ
く
り

話
を
し
て
み
る
、と
い
っ
た
経
験
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

定
量
的
に
は
測
り
に
く
い
側
面
か
ら
も
、新
規
就
農
者

が
信
頼
に
足
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

新
規
就
農
者
を
き
ち
ん
と
評
価

　

し
か
し
な
が
ら
、新
規
就
農
者
が
真
摯
に
農
業
に
取

り
組
み
、素
晴
ら
し
い
農
産
物
を
育
て
て
い
る
と
い
う

事
実
に
つ
い
て
、拒
否
反
応
の
よ
う
な
も
の
を
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
感
じ
ま
す
。「
い
や
ー
、小
野
君
は
え
ら
い
よ
」と
、

行
政
の
方
、流
通
企
業
の
方
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
な
ど
多
く
の

方
が
褒
め
て
く
れ
ま
す
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、そ

の
言
葉
の
中
に
、「
新
規
就
農
者
と
い
う
頼
り
な
い
、素

人
に
毛
が
生
え
た
よ
う
な
連
中
と
付
き
合
っ
て
あ
げ
て
」

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

坂
ノ
途
中
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、多
く
の
方
か
ら

賛
同
を
得
る
一
方
で
、農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち

か
ら
は
、「
新
規
就
農
者
の
野
菜
を
売
っ
て
る
な
ん
て
、

な
ん
か
ズ
ル
し
て
る
ん
ち
ゃ
う
か
？
」と
か
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
使
え
ば
ど
ん
な
も
ん
で
も
売
れ
る
ん
や
ろ
？
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
そ
ん
な
魔
法
の
道
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
親
が
農
家
じ
ゃ
な
い
と
農
業
は
で
き
な
い
」と
、地

方
自
治
体
で
大
き
な
裁
量
権
を
持
つ
方
に
言
い
放
た

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。新
規
就
農
者
は
一
人
前
の
農

家
で
は
な
い
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
見
方
の
中
に
、

日
本
農
業
の
問
題
点
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ
れ
が
、ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。新
進
気
鋭
の
ラ
ー
メ
ン
店
が
次
々
に
生
ま
れ

て
い
ま
す
。「
親
が
ラ
ー
メ
ン
屋
じ
ゃ
な
い
の
に
、プ
ロ

と
し
て
生
き
て
い
け
る
わ
け
が
な
い
」な
ん
て
言
う
人

は
い
ま
せ
ん
。キ
ャ
リ
ア
の
短
さ
を
創
意
工
夫
で
補
い
、

店
と
味
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
る
。新
し
い
人
た
ち
が

次
々
と
参
入
す
る
こ
と
で
新
陳
代
謝
が
起
き
、そ
う
し

て
ラ
ー
メ
ン
は
、世
界
中
の
人
々
に
知
ら
れ
る
日
本
の

国
民
食
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

農
業
は
、設
備
投
資
の
大
き
さ
や
投
資
回
収
の
見
通

し
の
立
て
づ
ら
さ
な
ど
、定
量
的
な
観
点
に
お
い
て
新

規
参
入
の
難
易
度
が
高
い
業
種
で
す
。せ
め
て
、定
性

的
な
参
入
障
壁
は
極
力
な
く
す
べ
き
で
す
。純
血
主
義

か
ら
の
脱
却
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
見
方
と
は
違
っ
て
、新
規
就
農

者
た
ち
の
品
質
を
追
及
す
る
姿
勢
や
創
意
工
夫
に
助
け

ら
れ
、私
た
ち
は
事
業
を
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

坂
ノ
途
中
に
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
産
者
の
多
く
が

新
規
就
農
者
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
ま
す
が
、販

売
に
お
い
て
も
、風
変
わ
り
と
評
さ
れ
る
面
が
あ
り
ま

す
。お
客
さ
ま
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、「
環
境
へ
の
負

担
の
小
さ
い
農
業
を
広
げ
よ
う
」と
い
う
こ
と
や
、「
野

菜
は
生
き
も
の
な
の
で
、『
ブ
レ
』が
あ
り
、そ
の『
ブ
レ
』

も
含
め
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
に
有
機
農
産
物
を
販
売
す
る
際
に
は「
安

心
・
安
全
」だ
っ
た
り「
美
容
・
健
康
」と
い
っ
た
消
費

者
便
益
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、坂
ノ
途
中
は
、そ
う
い
っ
た
表
現
は
用
い
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、「
安
心
・
安
全
」も「
美
容
・
健
康
」も
大
切

な
こ
と
で
す
し
、坂
ノ
途
中
が
扱
う
農
産
物
も
十
分
に

安
全
で
、美
容
や
健
康
に
寄
与
し
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、農
業
は
と
て
も
多
面
的
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。消
費
者
に
対
し
て
直
接
的
で
わ
か
り
や
す

い
利
益
ば
か
り
を
訴
え
て
い
て
は
、農
業
の
価
値
を
伝

え
そ
こ
な
い
か
ね
ま
せ
ん
。そ
れ
よ
り
も
、農
業
が
持
っ

て
い
る
多
面
的
な
価
値
を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

坂
ノ
途
中
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

顧
客
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、環
境
負

荷
の
小
さ
い
農
業
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
そ
の
た
め

に
は
新
た
に
農
業
に
挑
戦
す
る
人
が
増
え
な
い
と
い
け

な
い
。新
規
就
農
者
の
農
産
物
を
取
り
扱
い
、流
通
を

担
う
企
業
が
必
要
だ
し
、そ
の
事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、購
入
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
。そ
し
て
、自
然
の
力
を
大
切
に
し
て
、外
か
ら
の

投
入
資
材
に
依
存
せ
ず
に
育
て
ら
れ
た
農
産
物
は
、結

果
的
に
本
来
の
味
わ
い
を
持
っ
て
い
て
、お
い
し
い
こ

と
が
多
い
こ
と
。こ
れ
が
、坂
ノ
途
中
が
お
客
さ
ま
に

伝
え
て
い
る
メ
イ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
お
客
さ
ま
の
受
け
止
め
方
、反
応
は
さ
ま

野菜セットは、パートナー生産者の創意工夫により、バリエ
ーション豊かな内容であることが大きな特徴
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環境への負荷の小さい農業を広げる

ざ
ま
で
す
。一
般
的
な
有
機
農
産
物
の
流
通
販
売
に
お

い
て
は
、ス
ト
イ
ッ
ク
な
ま
で
に
健
康
や
安
全
性
を
追

及
す
る
人
が
顧
客
層
の
一
部
に
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た

人
た
ち
に
と
っ
て
、私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
面
白
く

な
い
と
い
う
か
、「
刺
さ
っ
て
い
な
い
」の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　
「
家
畜
ふ
ん
を
肥
料
に
使
っ
た
有
機
野
菜
は
危
険
だ

っ
て
聞
い
た
ん
だ
け
ど
」「
Ｆ
１
種
に
よ
っ
て
種
子
屋
が

農
家
を
支
配
し
て
、危
険
な
野
菜
し
か
流
通
し
な
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」「
農
薬
を
落
と
す
と
い
う
洗
剤

の
中
に
、お
宅
の
野
菜
を
浸
け
る
と
油
が
浮
い
た
ん
だ

け
ど
」。こ
う
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

危
険
か
安
全
か
と
い
う
、具
体
性
を
伴
わ
な
い
二
元

論
を
避
け
て
、資
源
循
環
を
形
づ
く
る
う
え
で
の
堆
肥

の
役
割
や
、Ｆ
１
種
の
農
業
経
営
に
お
け
る
位
置
づ
け

と
種
子
の
多
様
性
の
価
値
、植
物
は
油
分
を
分
泌
す
る

も
の
な
の
で
強
ア
ル
カ
リ
性
水
溶
液
に
浸
け
れ
ば
当
然
、

油
分
は
剥
離
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
す
が
、「
そ
う

い
う
話
に
は
興
味
が
な
い
」と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、と
て
も
好
意
的
に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
る

お
客
さ
ま
も
い
ま
す
。自
分
の
買
い
物
が
、持
続
可
能

な
農
業
を
広
げ
る
こ
と
や
新
た
に
農
業
に
挑
戦
す
る
人

を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
、と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。中
に
は「
こ
れ
ま
で
の
安
心
・
安
全
の
大
合
唱

に
違
和
感
が
あ
っ
た
」と
か
、「
他
の
方
に
届
け
ら
れ
な

い
品
質
不
具
合
の
も
の
が
あ
れ
ば
、私
の
と
こ
ろ
に
届

け
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
声
も
。

　
「
子
ど
も
が
季
節
感
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」「
毎
回
知
ら
な
い
野
菜
が
届
く
の
が
楽
し
く
て
、親

子
で
八
百
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
い
ま
す
」と
い
っ
た
、

食
育
的
な
効
果
が
あ
る
と
喜
ば
れ
る
人
も
多
い
で
す
。

「
ブ
レ
を
楽
し
む
」こ
と
に
挑
戦

　

私
た
ち
の
考
え
を
受
け
取
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
き

た
の
で
、少
し
前
か
ら「
野
菜
は
生
き
も
の
で
す
。な
の

で
、ブ
レ
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
ブ
レ
も
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」と
、も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

信
も
始
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
野
菜
は
、平
均
的
に
見
れ
ば

相
当
に
お
い
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、い
つ
で
も

同
じ
だ
け
の
量
で
、同
じ
よ
う
に
お
い
し
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。生
産
者
に
よ
っ
て
も
時
期
に
よ
っ
て
も
、

あ
る
い
は
収
穫
の
直
前
に
雨
が
降
っ
た
か
ど
う
か
だ
け

で
も
、味
は
変
わ
り
ま
す
。野
菜
は
生
き
も
の
だ
か
ら

で
す
。

　

品
質
の
安
定
性
や
画
一
性
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

品
質
の
変
化
、ブ
レ
を
理
解
し
、楽
し
む
文
化
が
つ
く

れ
た
ら
、も
っ
と
農
業
と
い
う
も
の
の
形
は
良
く
な
る

と
思
う
の
で
す
。そ
し
て
、ブ
レ
を
楽
し
む
し
な
や
か

な
感
性
を
野
菜
だ
け
で
な
く
人
間
や
働
き
方
に
も
向

け
ら
れ
た
ら
、社
会
は
い
ま
よ
り
も
包
容
力
が
あ
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
。た
と
え
ば
ト
マ
ト
で
す

が
、乾
燥
し
た
ア
ン
デ
ス
の
高
地
が
原
産
地
な
の
で
、吸

え
る
だ
け
水
を
吸
お
う
と
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

雨
が
降
る
と
、水
ぶ
く
れ
に
皮
の
成
長
が
追
い
つ
か
ず
、

割
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。野
菜
セ
ッ
ト
と
一

緒
に
届
け
る「
野
菜
の
説
明
書
」に
は
、そ
う
記
載
し
て

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
割
れ
が
ひ
ど
い
と
き
は
交
換
な
ど

し
ま
す
が
、ト
マ
ト
が
割
れ
る
理
由
を
伝
え
る
こ
と
で
、

お
客
の
許
容
度
は
少
し
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

冬
の
終
わ
り
に
は
、毎
年「
す（
鬆
）」の
話
を
し
て
い

ま
す
。ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
根
菜
に
空
洞
が
で
き
た
り
、ス

ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を「
す
が
入
る
」と
言

い
ま
す
。不
良
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
根
菜
の
典
型
例
で

す
が
、坂
ノ
途
中
で
は「
す
が
入
る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説

明
し
て
い
ま
す
。根
菜
類
は
冬
を
越
す
た
め
に
、栄
養

を
貯
金
箱
の
よ
う
に
蓄
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
春
が
近

づ
い
て
く
る
と
、そ
の
貯
金
を
使
っ
て
花
を
咲
か
せ
る

準
備
を
し
ま
す
。ダ
イ
コ
ン
を
カ
ッ
ト
し
て「
す
」が
入

っ
て
い
た
ら
、「
あ
ぁ
、春
が
来
る
ん
だ
な
ぁ
」と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
す
」が
入
っ
た
根
菜
は
、程
度
に
も
よ

り
ま
す
が
、筋
張
っ
た
り
み
ず
み
ず
し
さ
に
欠
け
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
交
換
し

て
い
ま
す
。で
す
が
、こ
の
説
明
を
す
る
こ
と
で
、お
客

さ
ま
の「
す
」に
対
す
る
反
応
が
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。

　

ト
マ
ト
に
し
て
も
、水
を
吸
い
す
ぎ
て
水
っ
ぽ
く
な

っ
た
ト
マ
ト
、割
れ
た
ト
マ
ト
を
不
良
品
と
す
る
か
、丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
で「
水
っ
ぽ
い
気
が
す
る
…
…
雨

の
せ
い
か
な
」な
ん
て
家
庭
で
会
話
が
弾
む
ト
マ
ト
と

す
る
か
は
、流
通
を
担
う
企
業
が
持
つ
マ
イ
ン
ド
、顧

客
と
の
信
頼
関
係
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。消
費
者
が
ト
マ
ト
の
ブ
レ
を
許
容
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、生
産
す
る
側
も
出
荷
で
き
る
農
産
物
の

幅
を
広
げ
ら
れ
ま
す
。逆
に
、ブ
レ
が
許
せ
な
い
と
、ト

マ
ト
は
水
分
量
、気
温
、Ｃ
Ｏ
２
濃
度
な
ど
の
環
境
を
制

御
し
た
状
態
で
育
て
な
い
と
評
価
し
て
も
ら
え
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。ト
マ
ト
農
家
の
設
備
投
資
も
か
さ

み
ま
す
し
、Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
な
ど
環
境
へ
の
負
荷
も
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大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
や
さ
い
の
き
も
ち
か
る
た
」は
、そ
こ
か
ら
派
生

し
た
企
画
で
す
。野
菜
の
生
き
も
の
と
し
て
の
特
性
や

ブ
レ
に
つ
い
て
あ
ち
こ
ち
で
話
し
た
こ
と
を
、か
る
た

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
に
も
、野
菜
な
ど
植
物
の
持
つ
多
様
性
、生
存
戦

略
、植
物
生
理
と
い
う
も
の
を
、わ
か
り
や
す
く
、感
覚

的
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
、人
間
目
線

で
は
な
く
植
物
を
主
役
に
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
読
み
札
は
、「
あ
め
の
ひ
は�

あ
た
ふ
た
す

る
よ�

と
ま
と
く
ん
」。ダ
イ
コ
ン
は「
ち
ょ
き
ん
は
な
く

と
も�

き
も
ち
は
は
れ
ば
れ�

だ
い
こ
ん
さ
ん
」

物
流
の
改
善
や
飲
食
店
経
営
も

　

坂
ノ
途
中
は
、常
に
何
か
し
ら
の
新
し
い
取
り
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
物
流
の
改
善
で
す
。有
機
農
産
物
な
ど
の
市

場
外
流
通
で
は
、物
流
が
整
い
に
く
く
、非
効
率
に
な

り
が
ち
で
、そ
の
コ
ス
ト
が
最
終
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。京
都
に
は
面
白
い
八
百
屋
さ
ん
が
た

く
さ
ん
あ
り
、農
家
さ
ん
の
出
荷
場
で
出
会
う
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。同
じ
ル
ー
ト
で
別
々
に
野
菜
を

取
り
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、非
効
率
だ
と
い
う
こ

と
で
、複
数
の
八
百
屋
や
流
通
企
業
、そ
し
て
20
軒
ほ

ど
の
農
家
さ
ん
が
集
ま
り
、京
都
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
ク

シ
ョ
ン（
Ｋ
Ｏ
Ａ
）と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

共
同
物
流
便
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
、集
荷
に
か
け
て
い

た
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
で
き
て
い
ま
す
。

　

野
菜
を
届
け
る
配
達
に
つ
い
て
も
、坂
ノ
途
中
は
こ

の
１
年
間
、エ
リ
ア
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。以
前

は
京
都
市
内
の
み
自
社
配
送
、そ
の
ほ
か
の
地
域
は
宅

配
便
で
届
け
て
い
た
の
で
す
が
、宅
配
料
金
の
値
上
が

り
や
、破
損
な
ど
の
配
送
ト
ラ
ブ
ル
を
踏
ま
え
、野
菜

の
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
自
社
に
よ
る
配
送
エ
リ
ア

を
広
げ
ま
し
た
。い
ま
の
と
こ
ろ
、京
阪
神
の
都
市
部

と
東
京
23
区
の
６
割
程
度
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。自

社
便
で
坂
ノ
途
中
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
お
届
け
し
、お
客

さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、野
菜
の
品
質
な
ど
の

疑
問
に
答
え
ら
れ
る
き
め
細
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
得
ら
れ
、お
客
さ
ま
の
満
足
度
も
高
ま
っ
て
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、飲
食
店
の
運
営
で
す
。今
年
の
４
月
16

日
オ
ー
プ
ン
予
定
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た（
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
オ
ー
プ
ン
日
を
延
期

し
て
い
ま
す
）。本
屋
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

「
本
と
野
菜�

Ｏお

ｙい

Ｏお

ｙい

」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、ネ
ッ
ト
通
販
を
主
体
と
し
て
い
る
と
、偶
然
の

出
会
い
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。共
感
し
て
く
れ
る
素
地
の
あ
る
人

が
、「
友
人
か
ら
坂
ノ
途
中
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」と
か
、

「
興
味
を
持
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
坂
ノ
途
中
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
」と
い
う
き
っ
か
け
で
坂
ノ
途
中
の
サ
イ

ト
を
訪
れ
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
出
会
い
経
路
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。よ
り
多
く
の
方
に

「
農
業
×
環
境
」と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
お
客
さ
ま
と
の
接
点
を
つ
く
ろ
う
。

京
都
の
中
心
エ
リ
ア
の
商
業
施
設
内
に
飲
食
店
を
出
店

す
る
こ
と
を
決
め
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

季
節
の
移
ろ
い
、た
と
え
ば
野
菜
の
旬「
走
り
・
盛

り
・
な
ご
り
」そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
方
や
、前
述
の「
す
」が

入
っ
た
ダ
イ
コ
ン
な
ら
水
分
が
抜
け
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
食
感
を
活
か
し
た
料
理
が
あ
る
と
い
っ
た
、野
菜
の

ブ
レ
の
上
手
な
楽
し
み
方
も
表
現
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。本
屋
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
が
、野
菜
や
植
物
、あ
る
い
は

料
理
に
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
仕
掛
け
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

自
然
と
人
間
社
会
の
接
点
と
し
て
の
農
業
の
奥
深
さ

に
魅
せ
ら
れ
て
、創
業
し
も
う
す
ぐ
11
年
が
経
ち
ま
す
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
な
ん
て
本
当
に
限
ら
れ
て
い

る
と
痛
感
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、多
様
な
農
業
の

在
り
方
に
触
れ
る
こ
と
は
、と
て
も
面
白
い
で
す
。来

る
日
も
来
る
日
も
野
菜
を
食
べ
て
い
る
の
に
、い
ま
だ

に
思
わ
ず
う
な
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
お
い
し
い
も
の
に

出
合
え
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
瞬
間
に
救
わ
れ

て
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。�

やさいのきもちかるた、「あ」と「ち」
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持
続
可
能
な
漁
業
へ
の
道
の
り

　

人
類
が
生
物
資
源
の
保
護
、保
全
に
取
り
組
み
始
め

た
の
は
１
９
７
２
年
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
年
の
５
月
、賢
人
会
議
と
呼
ば
れ
る「
ロ
ー
マ

会
議
」が
人
類
へ
の
警
告
書
と
し
て
レ
ポ
ー
ト『
成
長

の
限
界
』（
副
題
：
人
類
の
危
機
）を
発
表
し
た
。６
月
に

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で「
第
１
回
国

連
人
間
環
境
会
議
」が「
か
け
が
え
の
な
い
地
球
」を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
、「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
」を
採
択

し
た
。こ
の「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
」は
、再
生
可
能

な
資
源
を
生
み
出
す
地
球
の
能
力
の
維
持
、回
復
、向

上
を
う
た
っ
て
い
る
点
で
意
義
深
い
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。人
類
の
長
い
旅
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

一
方
、海
洋
に
関
す
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て

は
、「
国
連
海
洋
法
条
約
」が
58
年
か
ら
24
年
間
に
わ
た

る
議
論
を
経
て
82
年
に
採
択
さ
れ
、12
年
後
の
94
年
に

発
効
し
た
。Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）が
海
洋
法

条
約
に
込
め
ら
れ
た
関
係
者
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
、

「
責
任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動
規
範
」を
採
択
し
た
の

は
95
年
で
あ
り
、こ
の
な
か
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
環
境
に
調
和

し
た
持
続
的
な
水
産
資
源
の
利
用
や
生
態
系
保
全
に

関
す
る
理
念
、基
本
原
則
を
示
し
た
。

　

こ
の「
責
任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動
規
範
」は
各

国
の
国
内
法
に
反
映
さ
れ
た
。米
国
は
国
連
海
洋
法
条

約
を
批
准
し
な
か
っ
た
も
の
の
97
年
に｢

行
動
規
範
の

実
施
計
画｣

を
定
め
た
。日
本
は
96
年
に
国
連
海
洋
法

条
約
を
批
准
し
、結
果
と
し
て
世
界
第
６
位
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ

（
排
他
的
経
済
水
域
）の
広
さ
を
持
つ
海
洋
大
国
と
な

り
、条
約
の
理
念
を
２
０
０
１
年
に
制
定
さ
れ
た「
水

産
基
本
法
」、07
年
の「
海
洋
基
本
法
」に
取
り
入
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、人
類
は
よ
う
や
く
20
世
紀
末
に
な
っ

て
管
理
さ
れ
た
漁
業
の
入
り
口
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。し
か
し
な
が
ら
、世
界
の
漁
業
生
産
量
は
、既
に
頭

打
ち
と
な
っ
て
お
り
、人
類
が
こ
の
ま
ま
漁
業
を
続
け

た
ら
資
源
は
今
世
紀
中
頃
に
は
枯
渇
す
る
と
多
く
の
科

学
者
が
指
摘
し
て
い
る
。さ
ら
に
依
然
と
し
て
Ｉ
Ｕ
Ｕ

漁
業（
違
法
、無
報
告
、無
規
制
で
お
こ
な
わ
れ
る
漁
業
）

な
ど
の
問
題
は
深
刻
で
、資
源
の
持
続
的
利
用
と
い
う

難
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
の
導
入

　

１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
た「
国
連
環
境
開
発
会
議
」（
地
球
サ
ミ

ッ
ト
）に
お
い
て
、エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
が
環
境
管
理
に
有

効
な
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」に
盛

り
込
ま
れ
た
。エ
コ
ラ
ベ
ル
制
度
と
は「
一
定
の
環
境
基

準
に
適
合
し
て
い
る
事
業
や
そ
の
製
品
に
つ
い
て
認
証

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
産
業
と
生
活
の
架
け
橋

水
産
資
源
の
保
護
、持
続
可
能
な
漁
業
を
進
め
る
う
え
で
、水
産
物
で
も
エコ
ラ
ベ
ル
の
必
要

性
が
高
ま
り
つつ
あ
る
。日
本
で
は
マ
リ
ン
・エコ
ラ
ベ
ル
・ジ
ャ
パ
ン
協
議
会
が
漁
業
、養
殖
、流

通
加
工
を
カ
バ
ー
す
る「
Ｍ
Ｅ
Ｌ（
マ
リ
ン・エコ
ラ
ベ
ル・ジ
ャ
パ
ン
）」を
水
産
エコ
ラ
ベ
ル
の
一つ
と

し
て
制
度
化
、国
際
機
関
か
ら
お
墨
つ
き
を
得
た
。そ
の
意
味
は
大
き
い
。

特
集　
自
然
資
本
の
経
済
は
じ
ま
る

かきぞえ なおや
1938年生まれ。大阪府出身。61年東京水産大学（現、東
京海洋大学）卒業後、日本水産株式会社に入社。99～
2012年社長。16年MEL協議会会長に就任。日本冷凍食
品協会会長、日本冷蔵倉庫協会会長、日本輸入食品安全
推進協会会長などを歴任。

マリン・エコラベル・ジャパン協議会 会長

垣添 直也 KAKIZOE Naoya
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特集　自然資本の経済はじまる

を
与
え
、定
め
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
を
表
示
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
仕
組
み
」と
定
義
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、「
持
続
可
能
な
漁
業
」を

お
こ
な
う
漁
業
者
を
認
証
す
る
制
度
の
運
営
機
関
と

し
て
、97
年
、英
国
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ（M

arine�Stew
ardship�

Council
、海
洋
管
理
協
議
会
）が
設
立
さ
れ
た
。Ｗ
Ｗ
Ｆ

（
世
界
自
然
保
護
基
金
）と
ユ
ニ
リ
ー
バ
社
の
支
援
で
設

立
さ
れ
た
民
間
組
織
だ
が
、99
年
に
両
組
織
か
ら
独
立

し
た
非
営
利
団
体
と
し
て
、水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル（
漁
業
認

証
と
流
通
加
工
認
証
）事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
漁
業
は
、83
年
に
制
定
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
の
共
通
漁
業
政
策（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）の
下
、水
産
資
源
保

護
と
競
争
力
強
化
の
は
ざ
ま
で
、各
国
の
漁
業
の
実
態

に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル

に
対
し
漁
業
者
か
ら
激
し
い
反
発
が
起
き
た
。北
欧
諸

国
は
主
な
輸
出
先
市
場
の
環
境
や
資
源
保
護
意
識
の

高
ま
り
に
合
わ
せ
る
道
を
選
ん
だ
が
、南
欧
諸
国
は
自

国
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
容
易
に
反
発
は

収
ま
ら
な
か
っ
た
。環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
社
会
に
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
欧
米
諸
国
で
は
、流
通
加
工
事
業
者
は
み

ず
か
ら
の
企
業
姿
勢
が
消
費
者
の
厳
し
い
監
視
の
下
に

あ
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、原
料
を
供
給
す
る

漁
業
者
へ
の
要
求
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
普
及
へ

　

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
、２
０
０
５
年
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
が｢

海

洋
漁
業
か
ら
の
漁
獲
物
と
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

を
採
択
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、急

速
に
世
界
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は｢

ス
キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
原
則
に
沿
っ
て
認
証
規
格
等
の
基
準
を
自
主

的
に
設
定
し
、独
立
し
た
第
三
者
機
関
が
そ
の
基
準
に

則
り
審
査
を
行
い
責
任
あ
る
漁
業
者（
事
業
者
）を
認

証
す
る
仕
組
み
で
、認
証
さ
れ
た
水
産
物
に
は
目
印
と

な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
け
る
こ
と
で
差
別
化
で
き
る
」

制
度
と
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
は
09
年
に
漁
業
認
証
規
格
の
改
訂
を
お
こ
な

い
、11
年
に「
養
殖
お
よ
び
内
水
面
漁
業
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、制
度
と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

一
方
で
、水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
制
度
は
ス
キ
ー
ム
オ
ー

ナ
ー
が
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
原
則
に
沿
っ
て
自
主
的
に
基
準
を
決

め
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、社
会
に
と
っ
て
そ
の
認
証

ス
キ
ー
ム（
仕
組
み
）が
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題

と
な
っ
た
。そ
こ
で
、13
年
に
ド
イ
ツ
の
政
府
系
機
関
の

呼
び
か
け
で
、認
証
そ
し
て
、ス
キ
ー
ム
の
信
頼
性
確
保

と
普
及
・
改
善
を
目
的
と
し
た
国
際
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、

Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ（Global�Sustainable�Seafood�Initiative

、

世
界
水
産
物
持
続
可
能
性
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）が
設
立
さ

れ
た
。Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
、Ｆ
Ａ
Ｏ
の｢

責
任
あ
る
漁
業
の
た

め
の
行
動
規
範｣

「
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」に
準
拠
し
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
」に
沿
っ
て
開
発
さ

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、既

存
の
ス
キ
ー
ム
の
審
査
、承
認
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

水
産
物
の
国
際
取
引
に
お
い
て
、需
要
家
で
あ
る
世

界
的
な
小
売
業
、外
食
産
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会

的
責
任
）や
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
）の
視

点
か
ら
の
要
求
が
背
景
と
な
り
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
お

図　日本で主に活用されている水産エコラベル

MEL認証
⃝漁業、養殖業、CoCを認証。2019年GSSI承認
⃝日本発で、日本の水産業を認証
⃝漁業 ver.2.0：2件、養殖 ver.1.0：21件、
　CoC ver.2.0：21件（2020年3月）
⃝スキームオーナー：一般社団法人 MEL協議会

A
エ ル
EL認証

⃝養殖業、CoCを認証
⃝日本発で、日本の水産業を認証
⃝養殖：41件、CoC：25件（2019年11月）
⃝スキームオーナー：一般社団法人 日本食育協会

SCSA認証
⃝人工種苗による養殖業を認証
⃝日本発で、日本の養殖業を認証
⃝養殖：4件、CoC：6件（2020年3月）
⃝スキームオーナー： NPO法人 持続可能な水産養殖のた

めの種苗認証協議会

MSC認証
⃝漁業を認証。2017年GSSI承認
⃝英国発で、世界の水産業を認証
⃝漁業：世界 408件、日本 6件（2020年4月）
⃝CoC：世界 5153件、日本 280件（2020年4月）
⃝スキームオーナー：海洋管理協議会

ASC認証
⃝養殖業を認証。サーモンとエビ規格でGSSI承認
⃝オランダ発で、世界の養殖業を認証
⃝ 二枚貝、ブリ、タイ、サケ、淡水マス、アワビ、

エビ、パンガシアス、ティラピア、熱帯魚類、
ヒラメ、海藻（MSCと共通）の12魚介類

⃝養殖：世界 1142養殖場（2020年4月）
　　　　日本 9件（64養殖場）（2020年4月）
⃝CoC：世界 2269件（2020年4月）
　　　　日本 136件（2020年4月）
⃝スキームオーナー：水産養殖管理協議会
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水産エコラベルは産業と生活の架け橋

よ
び
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
が
商
品
の
信
頼
性
を
担

保
す
る
う
え
で
必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

世
界
の
ス
キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
承
認
申

請
が
加
速
し
て
い
る
。

日
本
で
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
誕
生

　

日
本
は
認
証
制
度
が
馴
染
み
に
く
い
土
壌
が
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。水
産
業
に
つ
い
て
、日
本
の
資
源
管
理

は
歴
史
的
に
地
域
社
会
の
中
で
ル
ー
ル
を
設
け
て
守
る

自
主
管
理
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、現
在
、国
お
よ

び
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
資
源
管
理
指
針
の
下
、実
施

さ
れ
て
い
る
計
画
が
１
９
０
０
以
上
あ
る
。地
域
の
関

係
者
の
自
主
的
な
参
加
に
よ
る
資
源
管
理
は
一
つ
の
優

れ
た
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、漁
業
は
漁
獲
競
争
的
性
格

を
持
つ
だ
け
に
、資
源
管
理
計
画
が
す
べ
て
う
ま
く
い

く
わ
け
で
な
い
の
は
自
明
の
理
で
も
あ
る
。

　

加
え
て
、近
年
、漁
獲
後
の
処
理
の
仕
方
が
商
品
の

評
価
を
大
き
く
左
右
す
る
時
代
と
な
っ
て
お
り
、ブ
ラ

ン
ド
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
競
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
が

ど
の
よ
う
な
価
値
を
事
業
者
や
社
会
に
も
た
ら
す
の
か

を
問
わ
れ
る
と
悩
ま
し
い
。

　

２
０
０
５
年
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
採
択
を
受
け
て
、日
本
で
は
、07

年
12
月
に
大
日
本
水
産
会
が
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル「
マ
リ

ン
・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｍメ

ル
Ｅ
Ｌ
）」を
組
織
内
に

立
ち
上
げ
た
。Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
認
証
審
査
は
日
本
水
産
資
源

保
護
協
会
が
担
当
し
、漁
業
と
流
通
加
工
の
認
証
を
開

始
し
た
。以
後
、16
年
ま
で
の
９
年
間
で
漁
業
認
証
24

件
と
流
通
加
工
認
証
51
件
の
認
証
を
決
定
し
た
が
、社

会
、と
く
に
消
費
者
の
認
知
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

16
年
５
月
、自
民
党
水
産
政
策
小
委
員
会（
当
時
）に

お
い
て
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ
び
水
産
物
輸
出
促
進
へ
の
対
応

と
し
て
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
課
題
が
議
論
さ
れ
た
。有

識
者
に
よ
る
検
討
会
を
経
て
、世
界
の
先
進
国
か
ら
周

回
遅
れ
の
日
本
の
現
状
を
是
正
す
る
た
め
に
は
国
際
標

準
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
、と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。ス

キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
大
日
本
水
産
会
は
認
証
ス

キ
ー
ム
を
独
立
さ
せ
、一
般
社
団
法
人
化
す
る
こ
と
を

決
定
し
、同
年
12
月
に「
一
般
社
団
法
人
マ
リ
ン
・
エ
コ

ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
議
会（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
）」が
設

立
さ
れ
た
。

　

国
際
標
準
化
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、新
た
な
一
般

社
団
法
人
と
し
て
出
発
し
た
Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
は
、旧
組

織
の
認
証
者
を
引
き
継
ぎ
、暗
中
模
索
で
の
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。新
組
織
は
、人
も
い
な
い
、お
金

も
な
い
、社
会
か
ら
の
認
知
も
な
い
な
か
で
は
あ
っ
た

が
、ま
ず
日
本
発
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
と
し
て
、Ｍ
Ｅ
Ｌ

の
あ
る
べ
き
姿
を
固
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｌ
規
格
が
国
際
的
に
承
認

　

Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
は
、日
本
の
水
産
業
の
特
長
は
多
様

性
に
あ
る
と
考
え
た
。こ
れ
ほ
ど
に
多
様
な
自
然
、多

様
な
魚
種
、多
様
な
漁
法
、多
様
な
加
工
や
流
通
、多
彩

な
魚
食
文
化
は
日
本
に
し
か
存
在
し
な
い
。多
様
性
を

零
細
性
の
弱
み
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、強
み
と
し
て

活
か
せ
な
い
か
。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
す
べ
て
の
現

場
の
こ
だ
わ
り
を
価
値
と
し
て
、日
本
と
世
界
の
人
々

に
届
け
る
。す
な
わ
ち
、「
日
本
発
の
世
界
が
認
め
る
水

産
エ
コ
ラ
ベ
ル
を
構
築
す
る
」を
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
コ
ア
・
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
。そ
の
う
え
で
漁
業
、養
殖
、流
通
加
工

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、認
証
規
格
を
は
じ
め
と
し
た
ス

キ
ー
ム
文
書
の
開
発
お
よ
び
国
際
承
認
取
得
の
た
め
の

準
備
に
着
手
し
た
。こ
の
間
、大
日
本
水
産
会
、東
京
大

学
な
ど
か
ら
、役
員
、規
格
委
員
会
委
員
、専
門
部
会
委

員
な
ど
外
部
の
人
材
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
新
生
Ｍ
Ｅ
Ｌ
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
水
産
基
本

計
画
」に「
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
推
進
」が
盛
り
込
ま
れ
、

日
本
の
水
産
政
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
政
治
、行
政
、産

業
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、活
動

に
大
い
な
る
勢
い
を
吹
き
込
ん
だ
。

　

ス
キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
は
、東
京
大

学
を
窓
口
に
し
て
17
年
２
月
か
ら
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
プ

レ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
経
て
、ど
の
よ
う
に
国
際
標
準

化
を
進
め
る
か
に
つ
い
て
各
方
面
の
助
言
を
得
な
が
ら

Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
承
認
申
請
へ
の
作
業
を
進
め
た
。そ
し
て
18

年
６
月
に
よ
う
や
く
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、先
発

ス
キ
ー
ム
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
承
認
を
指
導
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
活
用
し
た
。Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
ス
キ
ー
ム
文
書
の
英
語

訳
と
申
請
に
必
要
な
事
項
を
整
備
し
、18
年
９
月
末
に

Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
へ
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ス
キ
ー
ム
の
承
認
申
請
に
こ
ぎ

つ
け
た
。Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に
提
出
し
た
申
請
書
類
は
、Ａ
３
で

80
ペ
ー
ジ
の
膨
大
な
量
に
な
っ
た
。こ
の
間
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の

認
証
機
関
で
あ
る
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
が
、国
際

的
認
定
機
関
で
あ
る
日
本
適
合
性
認
定
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｂ
）

に
認
証
機
関
と
し
て
の
認
定
を
申
請
し
、い
く
つ
か
の

条
件
は
つ
い
た
も
の
の
19
年
３
月
末
に
認
定
さ
れ
た
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会
で
の
議
論
と
承
認
を
経
た
報

告
書
が
19
年
６
月
に
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ
、７
月
か

ら
30
日
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、12
月
12

日（
オ
ラ
ン
ダ
現
地
時
間
）に「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
か
ら
申
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請
の
あ
っ
た
Ｍ
Ｅ
Ｌ
新
規
格
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
お
よ
び
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
ツ
ー
ル
に
適
合

し
て
い
る
」こ
と
が
承
認
、公
表
さ
れ
た
。な
お
、パ
ブ

コ
メ
で
は
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
過
去

最
高
の
７
団
体･

個
人
か
ら
計
１
２
０
件
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、Ｍ
Ｅ
Ｌ
は
世
界
で
９
番
目
、ア
ジ
ア
で

初
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
承
認
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
た
。た
だ
、Ｇ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
の
理
事
会
か
ら
は
承
認
決
定
に
当
た
っ
て
、新
旧

の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
が
併
存
す
る
移
行
期
間（
２
０
２
１
年
１
月

末
ま
で
）は
旧
Ｍ
Ｅ
Ｌ
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
横
な
い
し
下

に「
Ｖ
－
１
」を
、新
Ｍ
Ｅ
Ｌ
に
は「
Ｖ
－
２
」と
表
示
し
、

消
費
者
が
混
同
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。加
え
て
、１
年
後
の
20
年
12
月
に
は
、Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ

（M
onitoring�of�Continued�A

lignm
ent

、承
認
継

続
審
査
）の
実
施
と
、そ
の
審
査
報
告
に
対
す
る
パ
ブ

コ
メ
募
集
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
お
よ

び
認
証
取
得
事
業
者
だ
け
で
な
く
、認
証
機
関
に
と
っ

て
も
大
き
な
負
担
で
あ
る
が
、世
界
で
通
用
す
る
た
め

の
関
門
と
し
て
受
け
止
め
、粛
々
と
対
応
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｅ
Ｌ
新
規
格
は
、プ
レ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
開
始

し
て
か
ら
２
年
10
カ
月
、承
認
申
請
書
提
出
か
ら
１
年

２
カ
月
に
わ
た
る
関
係
者
の
真
摯
な
努
力
の
積
み
重
ね

と
、日
本
の
社
会
全
体
が
一
つ
に
な
っ
た
水
産
物
の
持

続
的
利
用
に
責
任
を
持
つ
覚
悟
と
行
動
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
承
認
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。と
か
く
内
外
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
指
摘
を
受
け
て
い
る
日
本
の
水
産
に
と
っ
て
、

「
国
際
社
会
の
信
認
」と
い
う
点
で
大
き
な
意
味
を
持
つ

承
認
で
あ
り
、大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会
に
と
っ
て
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
承
認
は
、Ｍ

Ｅ
Ｌ
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る

が
、同
時
に
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
す
厳

し
い
自
己
管
理
と
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。今
後
、ス
キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
Ｍ
Ｅ
Ｌ
協
議
会

は
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、日
々
進
化
し
な
が
ら

よ
り
質
の
高
い
運
営
を
通
し
て「
日
本
発
の
世
界
が
認

め
る
Ｍ
Ｅ
Ｌ
」の
基
盤
を
固
め
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
。認
証
ス
キ
ー
ム
の
運
営
は
ま
だ
課
題

が
山
積
の
段
階
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、広
く
関

係
者
と
の
協
働
を
通
し
て
、認
証
取
得
者
だ
け
で
な
く
、

社
会
や
消
費
者
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
安
定
し
た
運
営

を
実
現
し
た
い
。

日
本
発
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
今
後
の
課
題

　

２
０
２
０
年
３
月
末
の
認
証
件
数
は
、漁
業
認
証
２

件
、養
殖
認
証
21
件
、流
通
加
工（
Ｃ
ｏ
Ｃ
：Chain�of�
Custody

）認
証
21
件
の
合
計
44
件
で
あ
る
。現
在
、認

証
取
得
準
備
中
な
い
し
審
査
中
が
80
件
強
あ
る
。さ
ら

に
申
請
件
数
が
増
え
る
こ
と
に
備
え
、認
証
機
関
の
複

数
化
、審
査
員
研
修
体
制
の
充
実
な
ど
を
通
し
て
認
証

審
査
の
質
と
量
を
高
め
る
施
策
を
一
歩
ず
つ
進
め
て
い

る
。認
証
の
取
得
、維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
も
、質
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
な
く
、で
き
る
限
り
安
く
で
き
る
よ
う

英
知
を
集
め
て
い
る
。現
在
、日
本
で
活
動
し
て
い
る

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
５
種
類
で
あ
り
、す
で
に
内
外
の

ス
キ
ー
ム
が
そ
の
主
張
と
特
徴
を
競
い
合
い
、切
磋
琢

磨
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る（
12
頁
図
）。

　

Ｍ
Ｅ
Ｌ
は
当
面
、日
本
で
の
運
営
確
立
に
集
中
す
る

が
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
承
認
の
ス
キ
ー
ム

と
し
て
、日
本
と
多
様
性
を
同
じ
く
す
る
国
々
と
の
交

流
、あ
る
い
は
先
発
ス
キ
ー
ム
と
の
間
の
相
互
認
証
な

ど
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
主
催
や
参
加
に
加
え
、講
習
会
、意
見
交
換
会
、

勉
強
会
の
開
催
や
認
証
取
得
者
の
皆
さ
ま
と
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
、商
談
会
な
ど
へ
の
積
極
的
関
与
を
通
し「
多

様
性
に
立
脚
し
た
日
本
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
」の
世
界
へ
の
発
信

を
続
け
る
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
承
認
を
境
と
し
て
、社
会
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
に

対
す
る
風
向
き
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）や
Ｅ
Ｓ
Ｇ

が
社
会
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
水
産
エ

コ
ラ
ベ
ル
」も
よ
う
や
く
日
本
社
会
の
な
か
で
市
民
権

を
得
つ
つ
あ
る
。多
様
性
を
重
視
す
る
世
界
の
潮
流
の

な
か
に
あ
っ
て
、Ｍ
Ｅ
Ｌ
は
多
様
性
を
活
か
す
水
産
エ

コ
ラ
ベ
ル
を
訴
え
続
け
る
。多
様
性
こ
そ
、日
本
の
水

産
を
輝
か
せ
る
日
本
な
ら
で
は
の
特
長
で
あ
る
。

　

消
費
者
と
の
接
点
を
担
う
小
売
業
や
外
食
産
業
に

納
得
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ロ
ゴ
付
き
商
品
の

供
給
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。し
か
し

徐
々
に
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
価
値
が
社
会
的
価
値
と
し

て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
、社
会
と
消
費
者
を
巻
き
込
む

素
地
は
整
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。Ｍ
Ｅ
Ｌ
に
と
っ
て

何
よ
り
大
切
な
視
点
は
、関
係
者
の
協
働
で
あ
り
、こ

の
協
働
に
参
加
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
評
価

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

半
世
紀
前
に
始
ま
っ
た
人
類
の
長
い
旅
は
、い
ま
新

し
い
局
面
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。水
産
業
を「
人
類
と

社
会
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
お
役
立
ち
す
る
産
業
」

と
定
義
す
る
な
ら
、水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は「
産
業
と
生
活

を
結
ぶ
信
頼
の
架
け
橋
」で
あ
り
、持
続
可
能
な
社
会

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。Ｍ
Ｅ
Ｌ
は
、

日
本
の
持
続
的
社
会
実
現
の
た
め
に
歩
き
続
け
る
。
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に
つ
い
て
、「
加
入
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
割
合
は
26
・４
％
で
し
た（
図
１
）。

「
今
後
加
入
予
定
」の
18
・２
％
を
加
え

る
と
、44・６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
・
法
人
別
の「
加
入
し
て
い
る
」

と「
今
後
加
入
予
定
」を
合
わ
せ
た
割
合

は
、個
人
が
45・９
％
、法
人
が
41・９
％

と
、個
人
の
ほ
う
が
若
干
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
別
に
見
る
と「
加
入
し
て

い
る
」の
割
合
は
、東
北
が
34
・６
％
と

最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。「
加
入
し
て
い

る
」と「
今
後
加
入
予
定
」を
合
わ
せ
た

割
合
が
半
数
以
上
で
あ
る
地
域
は
、東

北
お
よ
び
北
陸
の
２
地
域
で
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と「
加
入
し
て
い
る
」

の
割
合
は
、果
樹
が
最
も
高
く
な
り
ま

し
た
。「
加
入
し
て
い
る
」と「
今
後
加
入

予
定
」を
合
わ
せ
た
割
合
が
半
数
以
上

で
あ
る
業
種
は
、果
樹
お
よ
び
稲
作（
都

府
県
）の
２
業
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
畿
、関
東
は
災
害
に
留
意

　

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
を
聞
く

と
、「
近
年
の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が

69
・７
％
で
最
多
と
な
り
ま
し
た（
図

２
）。続
い
て「
農
業
共
済
な
ど
の
他
制

度
よ
り
有
利
」が
20
・５
％
、「
今
ま
で
利

用
で
き
る
保
険
が
な
か
っ
た
」が
６
・７

％
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、全
地
域
で「
近
年

の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が
最
も
高
く

収
入
保
険
制
度
の
現
況

加
入
理
由
は「
災
害
の
甚
大
化
」

　

農
業
経
営
者
の
収
入
減
少
を
補
償
す

る
た
め
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
取
り
扱

い
を
始
め
た
国
の「
収
入
保
険
制
度
」に

つ
い
て
、状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
は
農
業
者
ご
と
に
、

保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入（
過
去

５
年
間
の
平
均
収
入
を
基
本
と
し
、規

模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
も

考
慮
し
て
決
定
）の
９
割
を
下
回
っ
た

場
合
、下
回
っ
た
額
の
９
割
を
上
限
と

し
て
補
填
す
る
制
度
で
す（
18
頁
参
照
）。

　

農
業
共
済
制
度
は
自
然
災
害
な
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、と
く
に
近
畿
、関
東

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
農
業

共
済
な
ど
の
他
制
度
よ
り
有
利
」と
す

る
割
合
は
、中
国
・
四
国
、お
よ
び
東
北
、

東
海
に
お
い
て
他
地
域
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
て
も
、全
業
種
で「
近
年

の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。耕
種
で
は
と
く
に
施
設

花
き
が
80
・０
％
と
高
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
農
業
共
済
な
ど
の
他
制
度
よ
り

有
利
」の
割
合
は
他
業
種
に
比
べ
て
稲

作
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
加
入
の
き
っ
か
け
は
、「
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
呼
び
か
け
」が
74
・９

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
農
協
か
ら
の

情
報
提
供
」が
31
・３
％
、「
行
政
・
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
」が
23
・９

％
と
な
り
ま
し
た（
図
３
）。

　

法
人
は
個
人
に
比
べ
て
行
政
や
税
理

士
、金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供

の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、情
報
収
集

の
幅
が
広
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

地
域
別
に
見
る
と「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か

ら
の
呼
び
か
け
」が
全
地
域
で
高
く
、と

く
に
中
国
・
四
国
が
83
・２
％
、北
海
道

が
80
・２
％
と
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
農
協
か
ら
の
情
報
提
供
」は
北
海
道
が

40・３
％
と
最
も
高
く
、「
行
政
・
普
及
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
」は
北
陸
が

34・１
％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
た
場
合
も
同
じ
く
、「
Ｎ

よ
る
収
量
減
少
を
対
象
と
し
、価
格
低

下
な
ど
は
補
償
の
対
象
外
で
し
た
。ま

た
対
象
品
目
は
、収
量
を
確
認
で
き
る

も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。一
方
、新

し
く
始
ま
っ
た
収
入
保
険
制
度
は
農
業

経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
見
て
、さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
、す
べ

て
の
作
目
を
対
象
に
収
入
減
を
補
償
す

る
保
険
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
は
加
入
多
い

　

ま
ず
、収
入
保
険
制
度
の
加
入
状
況

日本政策金融公庫では、農業資金を利用している顧
客を対象に、定期的に農業関係の調査をしています。
2020年１月調査では、19年からスタートした国の収
入保険制度への加入状況について初めて調査しま
した。結果の概要を紹介します。

新しく始まった
収入保険制度への

加入状況
―2020年1月調査―
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図２　収入保険加入の理由（地域別、業種別）

図１　収入保険の加入状況（地域別）図３　収入保険加入のきっかけ（個人、法人別）

図４　収入保険に加入しない理由（個人、法人別）
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注２：掲載している図は調査結果の一部です。すべての図表は公庫ホームページをご覧ください。

全調査結果
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Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
呼
び
か
け
」が
最
も

高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、「
農
協
か
ら

の
情
報
提
供
」は
畑
作
が
45・６
％
と
高

く
な
り
ま
し
た
。

業
種
に
よ
り
制
度
の
利
用
に
差

　

収
入
保
険
に
加
入
し
な
い
理
由
は
、

「
農
業
共
済
な
ど
、国
の
他
の
補
償
制
度

を
利
用
し
て
い
る
」が
62
・７
％
と
最
も

高
く
、「
収
入
保
険
制
度
を
よ
く
知
ら
な

い
」が
26
・２
％
、「
自
己
資
金
で
対
応
す

る
」が
19・８
％
と
続
き
ま
し
た（
図
４
）。

　

個
人
・
法
人
別
に
見
る
と「
民
間
の

保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る
割
合

は
、個
人
が
３・５
％
な
の
に
対
し
法
人

が
13
・６
％
と
、法
人
が
個
人
よ
り
10
％

余
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は「
農
業
共
済
な
ど
、国
の

他
の
補
償
制
度
を
利
用
し
て
い
る
」と

す
る
割
合
が
高
い
の
は
北
海
道
、北
陸

で
あ
り
、「
収
入
保
険
制
度
を
よ
く
知
ら

な
い
」と
す
る
割
合
は
関
東
が
41
・１
％

と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
民

間
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る

割
合
は
東
海
が
15
・６
％
と
最
も
高
く

な
り
ま
し
た
。業
種
別
に
見
る
と「
農

業
共
済
な
ど
、国
の
他
の
補
償
制
度
を

利
用
し
て
い
る
」と
す
る
割
合
は
、畑
作

お
よ
び
稲
作
が
と
く
に
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。ま
た
、「
自
己
資
金
で
対

応
す
る
」と
す
る
割
合
は
茶
が
48・４
％
、

施
設
花
き
が
41
・８
％
と
高
く
、「
民
間

種
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、検

討
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
公
庫
で
も
、農
業
経
営
者
か
ら

の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
ご
相
談
に
よ

り
充
実
し
た
対
応
を
お
こ
な
う
べ
く
、

農
業
共
済
お
よ
び
収
入
保
険
制
度
を
運

営
す
る
農
業
共
済
組
合
連
合
会（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
）と
の
連
携
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
公
開
資
料
は
、当
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
公
庫 

農
業
景
況
調
査
」な
ど
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田�

圭
介
）

　

２
０
２
０
年
４
月
、日
本

公
庫
静
岡
支
店
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
静
岡
と「
農
業
者
の
経
営

の
安
定
に
資
す
る
連
携
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、日
本
公
庫

お
客
さ
ま
へ
の
経
営
改
善
支

援
と
、収
入
保
険
な
ど
農
業

保
険
制
度
の
加
入
お
よ
び
制

度
の
推
進
に
向
け
た
活
動
を
、

一
体
的
に
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る
割

合
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
29
・７
％
、キ
ノ
コ

が
26・５
％
と
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、稲
作
お
よ
び
畑
作

な
ど
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
が
措
置

さ
れ
て
い
る
業
種
で
は
、「
農
業
共
済
な

ど
、国
の
他
の
補
償
制
度
を
利
用
し
て

い
る
」割
合
が
高
く
、そ
の
他
の
業
種
で

は「
自
己
資
金
で
対
応
す
る
」や「
収
入

保
険
制
度
を
よ
く
知
ら
な
い
」な
ど
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化

　

今
回
の
調
査
の
結
果
、収
入
保
険
制

度
に
加
入
済
み
の
農
業
者
は
26
％
程
度

で
あ
り
、収
入
保
険
に
加
入
す
る
理
由

の
多
く
が
、「
近
年
の
自
然
災
害
の
甚
大

化
」で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、近
年
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
端
を
発
す

る
消
費
活
動
の
低
迷
な
ど
新
た
な
危
機

が
発
生
し
て
い
る
な
か
で
は
、農
業
経

営
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入

減
を
底
支
え
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
と
し
て
収
入
保
険
制
度
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
な
い
理
由
と
し

て「
よ
く
知
ら
な
い
」と
い
う
農
業
経
営

者
が
一
定
数
い
る
こ
と
か
ら
、よ
り
丁

寧
な
周
知
に
よ
り
、多
く
の
農
業
経
営

者
に
本
制
度
や
、収
入
を
補
償
す
る
各

【
調
査
概
要
】

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

２
０
２
０
年
１
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
１
万
９
０
８
５
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

６
６
７
６
先（
回
収
率
35・０
％
）

注
１
：�

調
査
回
答
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

注
２
：�

当
調
査
は
、日
本
公
庫
が
定
期
的
に
お

こ
な
っ
て
い
る
農
業
景
況
調
査
特
別
設

問
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

収
入
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
肉
用
牛
、

養
豚
、採
卵
鶏
の
み
を
生
産
し
て
い
る

方
も
調
査
対
象
に
含
ん
で
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
と
連
携
協
定
を
締
結

締結式にて。NOSAI静岡参事の村井裕氏（右）と公庫
静岡支店事業統轄の若山孝男
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収入保険制度の概要
　すべての農産物を対象に、自然災害による収量減少や価格低下をはじめ、農業者の経営努力で
は避けられないさまざまなリスクによる収入減少を補償します。

（1）加入できる方

（3）補
ほ

塡
て ん

の仕組み

基本のタイプ

（2）対象収入
青色申告をおこなっている農業者（個人・法人）
※ 青色申告（簡易な方式を含む）の実績が１年分あれば加

入できます。
※ 収入保険と、農業共済、ナラシ対策、野菜価格安定制度な

どの類似制度は、どちらかを選択して加入します。
※ ゲタ対策につきましては、同時に加入できます。

⃝ 保険期間の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合の補償限度額の上限）を
下回った場合に、下回った額の９割を上限に補塡します。

※ 基準収入は、農業者ごとの過去５年間の平均収入（５中５）を基本とし、規模拡大など保険期間の営農計画も考慮して設
定します。

※ 「掛捨ての保険方式」に「掛捨てとならない積立方式」も組み合わせるかどうかは選択できます。補償限度額は基準収入の
９～５割の中から選択できます。

※保険方式の支払率は９～５割、積立方式の支払率は９～１割の中から選択できます。

⃝農業者は、保険料、積立金などを支払って加入します。（任意加入）
※ 保険料は掛捨てになります。保険料率は、1.08％（50％の国庫補助後）で、自動車保険と同様に、保険金の受取がない方

は、保険料率が下がっていきます。
※積立金には、75％の国庫補助があります。これは自分のお金であり、補塡に使われない限り、翌年に持ち越されます。
※ 税務申告上、保険料および付加保険料（事務費）は、必要経費（個人）または損金（法人）に計上します。積立金は、預け金

として取り扱います。

⃝ たとえば、基準収入1,000万円の
方の場合、保険料7.8万円、積立金
22.5万円、付加保険料（事務費）
2.2万円で、最大810万円の補塡
が受けられます。

⃝ このタイプは、保険期間の収入が
ゼロになったときは、810万円（積
立金90万円、保険金720万円）の
補塡が受けられます。

出典：農林水産省

農業者が自ら生産した農産物の販売収入全体
※ 簡易な加工品（精米、もちなど）は含まれます。
※ 一部の補助金（畑作物の直接支払交付金などの数量払）

は含まれます。
※ 肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は、マルキンなどの対象

なので除きます。

基本のタイプの補塡方式
（※５年以上の青色申告実績がある者の場合）

支払率（９割を上限として選択）

「基準収入」は、過去５年間の平均収入（５中５）を基本に
規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定

自己責任部分
積立方式で補塡

収
入
減
少

保険方式で補塡

保険期間の収入

基準収入

100％

90％

80％

収入がゼロに
なっても補塡

2020年１月か
らは、補償の
下限を選択す
ることで、最
大約４割安い
保険料で加入
することがで
きます。

⃝ 自然災害や病虫害、鳥獣害などで
収量が下がった

⃝市場価格が下がった

⃝災害で作付不能になった
⃝けがや病気で収穫ができない
⃝倉庫が浸水して売り物にならない

⃝取引先が倒産した
⃝盗難や運搬中の事故にあった
⃝輸出したが為替変動で大損した



「
い
の
ち
」を
守
る「
食
べ
も
の
」は
ど
の
よ
う
に
し

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
。農
業
の
現
場
で
体
験
す

る
教
育
フ
ァ
ー
ム
が
全
国
に
広
が
り
定
着
し
て
い

る
。牛
舎
や
田
ん
ぼ
は
子
ど
も
た
ち
の
最
高
の
教
室
。

農
業
が
果
た
す
多
面
的
役
割
を
経
営
に
活
か
す
。

生
ま
れ
た
時
か
ら

牛
に
囲
ま
れ
て
育
つ

上
の
兄
、下
の
３
人
の
妹
と

牧
場
の
手
伝
い
が
日
課
だ
っ
た

牛
は
、家
族
を
超
え
た
同
志
で
す

山
田 

奈
緒
さ
ん

�

滋
賀
県
甲
賀
市

 

有
限
会
社
の
ー
ふ
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４
姉
妹
で
牧
場
経
営
に
か
か
わ
る

　

信
楽
焼
で
知
ら
れ
る
町
。の
ど
か
な
農
村
風
景

の
な
か
を
車
で
走
る
と「
山
田
牧
場
」と
書
か
れ
た

看
板
が
見
え
て
く
る
。牧
場
内
の
な
だ
ら
か
な
丘

道
を
上
が
る
と
ダ
チ
ョ
ウ
、そ
し
て
ク
ジ
ャ
ク
が
い

て
、ブ
ラ
ン
コ
が
あ
り
、な
ぜ
か
ボ
ー
ト
も
置
か
れ

て
い
る
。酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
に
認
定
さ
れ
、一
般

の
人
に
も
場
内
を
開
放
し
て
い
る
。

　

牧
場
内
の
ス
イ
ー
ツ
製
造
・
販
売
施
設「
ｎ

のｏ
－ー

ｆふｕ
」で
つ
く
ら
れ
る
、ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た「
贅
沢
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」は
、数
々
の

雑
誌
で
紹
介
さ
れ
、全
国
か
ら
注
文
が
舞
い
込
む

人
気
商
品
だ
。「
人
気
の
秘
訣
で
す
か
？　

生
ク
リ

ー
ム
の
原
料
と
な
る
生
乳
が
お
い
し
い
か
ら
か
な
」

と
控
え
め
に
話
す
山
田
奈
緒
さ
ん（
42
歳
）。牛
乳

の
お
い
し
さ
の
訳
を
聞
く
と「
牛
へ
の
愛
情
が
す
ご

い
ん
で
す
」と
父
、保
髙
さ
ん（
71
歳
）と
視
線
を
合

わ
せ
る
。

　

保
髙
さ
ん
は
、山
田
牧
場
の
代
表
を
務
め
る
。同

牧
場
の
中
に
あ
っ
て
、ス
イ
ー
ツ
を
製
造
、販
売
す

る
の
が
有
限
会
社
の
ー
ふ
で
あ
る
。奈
緒
さ
ん
は
、

の
ー
ふ
の
責
任
者
だ
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
牛
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
奈
緒

さ
ん
。学
校
か
ら
帰
る
と
、上
の
兄
、下
の
３
人
の

妹
と
、牧
場
の
手
伝
い
が
日
課
だ
っ
た
。「
手
伝
い
が

い
や
や
な
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。兄
妹
で
わ
い

わ
い
が
や
が
や
と
遊
び
半
分
で
し
た
」。奈
緒
さ
ん

に
と
っ
て
、牛
た
ち
は
あ
ま
り
に
も
近
い
存
在
。現

在
、牧
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
が
、牛
に
言
葉
を
か
け

な
が
ら
か
わ
い
が
る
姿
を
見
て
、「
私
に
は
か
わ
い

い
存
在
と
い
う
よ
り
、家
族
と
い
う
か
、同
志
み
た

い
」と
話
す
。

　

２
０
１
５
年
に
の
ー
ふ
の
責
任
者
に
な
る
ま
で
、

整
体
師
と
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
。子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、人
の
体
や
健
康
に
興
味
が
あ
り
、「
人
が

し
ん
ど
い
と
感
じ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
と
思

い
、知
識
が
身
に
つ
け
ば
、手
助
け
が
で
き
る
か
と

思
っ
て
」。四
女
の
夏な

つ

海み

さ
ん（
36
歳
）が
か
か
っ
て

い
た
整
体
師
に
弟
子
入
り
し
、知
識
と
実
践
を
学

ん
だ
。患
者
へ
の
施
術
も
お
こ
な
い
、整
体
師
と
し

て
身
を
立
て
て
い
た
。そ
ん
な
矢
先
、保
髙
さ
ん
か

ら「
お
ま
え
も
戻
っ
て
こ
ん
か
」と
言
わ
れ
た
。「
続

け
た
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、い
つ
か
は
牧
場
に

戻
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
い
う
奈
緒

さ
ん
。東
京
で
働
く
長
男
の
邦
風
さ
ん（
44
歳
）を

除
き
、４
姉
妹
全
員
が
牧
場
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。

ク
ナ
マ
リ
ナ
の
冠
名

　

次
女
、麻ま

衣い

湖こ

さ
ん（
40
歳
）夫
婦
と
夏
海
さ
ん

は
牧
場
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。三
女
の
倫り

ん

子こ

さ

ん（
38
歳
）は
、牧
場
で
チ
ー
ズ
を
つ
く
る
一
方
、整

体
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

保
髙
さ
ん
に
、４
姉
妹
が
牧
場
で
働
く
よ
う
ど

ん
な
作
戦
を
練
っ
た
の
か
と
聞
く
と
、「
牛
の
冠
名

の
お
か
げ
か
な
」と
微
笑
む
。山
田
牧
場
で
生
ま
れ
、

育
つ
牛
た
ち
は
、個
体
ご
と
に
付
け
ら
れ
た
名
前

の
前
に「
ク
ナ
マ
リ
ナ
」と
い
う
共
通
の
冠
名
が
付

く
。子
ど
も
た
ち
全
員
の
名
前
か
ら
一
文
字
ず
つ
と

っ
た
名
だ
。家
族
を
愛
し
、牛
を
愛
す
る
保
髙
さ
ん

の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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P19：奈緒さんと保髙さんが近づくと、牛たち
は食事を中断し、そばに寄って来た　P20：牧
場でのオススメポイントの一つがこのブラン
コ（右上）　保髙さんの遊び心で命名した舞
乱子（ブランコ）の前には「地球さんをけりな
がら遠い昔を想ってみませんか」と書かれて
いる（右下）　飼育頭数は育成牛を含め190
頭。のんびりくつろぐ牛たちの前にたたずむ
麻衣湖さん（右）と倫子さん（左上）　家族で
時々山田牧場を訪れるという女性（左下）



　

保
髙
さ
ん
の
祖
父
、豊
治
郎
さ
ん
が
京
都
市
で

開
い
た
山
田
牧
場
。都
市
化
が
進
む
同
市
を
後
に

し
て
、信
楽
町
に
移
転
し
た
の
は
１
９
７
２
年
。次

に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
牛
乳
の
生
産
調
整
だ
っ

た
。「
牛
の
数
も
増
や
し
て
い
た
し
、５
人
の
子
ど
も

た
ち
も
大
き
く
な
る
。酪
農
で
生
き
て
い
く
に
は
、

自
分
で
牛
乳
を
売
っ
て
い
く
し
か
な
い
」―
―
。保

髙
さ
ん
は
直
販
が
珍
し
か
っ
た
88
年
か
ら
、宅
配

を
軸
に
販
路
を
開
拓
し
た
。

　
「
牛
乳
は
極
力
動
か
さ
ず
に
製
品
に
す
る
こ
と

が
お
い
し
さ
の
秘
訣
」と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

山
田
牧
場
は
ま
さ
に
そ
う
だ
。牧
場
で
搾
乳
し
た

生
乳
を
、時
間
を
お
く
こ
と
な
く
ミ
ル
ク
工
房
で

低
温
殺
菌
し
て
仕
上
げ
る
。

　

牛
舎
で
乾
草
を
食
む
牛
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
加
え
、ジ
ャ
ー
ジ
ー
も
ス
イ
ス
ブ

ラ
ウ
ン
も
、仲
良
く
横
並
び
で
食
ん
で
い
る
。一
心

不
乱
に
食
べ
る
様
子
に
目
が
釘
づ
け
に
な
る
ほ
ど

だ
。保
髙
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
は
牛
が
食
べ
や
す
い
よ

う
に
乾
草
を
何
度
も
掃
き
よ
せ
、健
康
管
理
に
も

気
を
配
る
。旺
盛
な
食
べ
っ
ぷ
り
か
ら
、い
か
に
健

康
に
育
て
ら
れ
て
い
る
か
想
像
が
つ
く
。

　

牛
乳
の
直
販
と
と
も
に
、ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ

の
加
工
も
始
め
、牧
場
が
あ
る
丘
の
ふ
も
と
の
無

人
店
舗
で
販
売
を
始
め
た
。「
農
家
は
つ
く
る
の
は

得
意
。で
も
売
れ
る
ん
か
と
い
う
心
配
は
あ
り
ま

し
た
」と
保
髙
さ
ん
。そ
れ
で
も
、「
真
っ
白
な
牛
乳

か
ら
い
ろ
ん
な
商
品
が
生
ま
れ
る
。こ
の
喜
び
は
格

別
」と
商
品
開
発
に
余
念
が
な
か
っ
た
。本
格
的
に

加
工
に
乗
り
出
す
た
め
、２
０
１
１
年
、牛
舎
の
す

ぐ
横
に
工
房
と
ｎ
ｏ
－
ｆｕ
の
前
身
、小
さ
な
販
売

所「
カ
ヴ
ァ
ロ
亭
」を
つ
く
っ
た
。お
菓
子
づ
く
り
が

得
意
な
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
入
れ
、試
行
錯
誤
の
末
に

生
ま
れ
た
の
が
あ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
だ
。

牛
と
人
の
つ
な
が
り
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

大
勢
の
お
客
さ
ん
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、観
光
バ
ス
の
コ
ー
ス
に
山
田
牧
場
が
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。以
前
か
ら
、チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

を
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
信
楽
焼
の
陶
器
店

の
紹
介
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

　

牧
場
で
は
以
前
か
ら
、飼
い
主
の
い
な
い
動
物
を

引
き
取
っ
て
面
倒
を
見
て
き
た
。動
物
が
過
ご
す

柵
を
つ
く
り
、ブ
ラ
ン
コ
を
つ
く
り
、休
憩
所
を
つ

く
る
な
ど
、来
た
人
が
自
由
に
楽
し
め
る
牧
場
と

し
て
整
え
て
い
っ
た
。す
る
と
、徐
々
に
訪
れ
る
人

が
増
え
、加
工
品
の
売
れ
行
き
に
も
弾
み
が
つ
い

た
。そ
し
て
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
、工

房
や
店
舗
を
拡
充
。満
を
持
し
て
、保
髙
さ
ん
は

奈
緒
さ
ん
を
呼
び
寄
せ
た
。「
こ
こ
を
訪
れ
る
人
は
、

『
癒
や
さ
れ
る
』と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。私
も
こ
の
環

境
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
」―
―
。ま
る
で
い
ざ
な

わ
れ
る
よ
う
に
奈
緒
さ
ん
は
、牧
場
に
戻
っ
て
き
た
。

　

現
在
、の
ー
ふ
の
責
任
者
と
し
て
、工
房
と
店
舗

を
切
り
盛
り
す
る
。10
人
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や

す
い
よ
う
に
、一
人
一
人
の
体
調
を
気
遣
う
な
ど
目

配
り
を
忘
れ
な
い
。ス
タ
ッ
フ
に
は
整
体
の
施
術
を

し
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、「
い
え
。倫
子
も
整
体
師

な
の
で
、そ
ち
ら
は
倫
子
に
任
せ
て
い
ま
す（
笑
）」

　

ふ
だ
ん
は
接
客
に
追
わ
れ
る
奈
緒
さ
ん
だ
が
、

「
来
て
く
れ
る
人
に
は
、ぜ
ひ
牛
を
見
て
い
っ
て
ほ

し
い
」と
話
す
。「
牛
乳
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
、牛

の
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。牛
の
命
と

引
き
換
え
に
私
た
ち
は
肉
が
食
べ
ら
れ
る
。こ
の
つ

な
が
り
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
た
い
」

　

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
、の
ー
ふ
を
代
表
す
る
商
品

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。だ
が
、チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
つ
く
っ
て
売
る
た
め
に
山
田
牧
場
は
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。離
農
が
進
む
府
県
で
酪
農
を

続
け
て
い
く
た
め
、家
族
農
業
が
織
り
な
す
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
た
め
の
場
所
だ
。

　

動
物
た
ち
が
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
で
育
て
ら
れ
て

い
る
。そ
の
空
気
感
に
訪
れ
る
人
は
癒
や
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
。疲
れ
た
と
き
に
ふ
と
行
き
た
く
な
る
。そ

ん
な
魅
力
を
持
つ
牧
場
だ
。

�

（
青
山�

浩
子
／
文
　
河
野�

千
年
／
撮
影
）

有限会社のーふ URL…https://www.no-fu.net/
山田牧場 URL…https://www.no-fu-yamadabokujyou.com/
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職
人
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
、も
の
づ
く
り
に
携
わ
る「
つ
く
り
手
」は

日
々
淡
々
と
、同
じ
仕
事
を
繰
り
返
す
。雨
の
日
も
風
の
日
も
、気
分
が
い
い

と
き
も
悪
い
と
き
も
、心
を
平
ら
に
し
て
仕
事
を
す
る
。嫌
だ
と
言
っ
て
投

げ
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。ひ
た
す
ら
鍛
錬
す
る
こ
と
で
、モ
ノ
も
自
分
も

磨
か
れ
て
い
く
。

　

そ
う
考
え
る
と
、台
所
に
立
つ
人
も
立
派
な「
つ
く
り
手
」で
あ
る
、と
私

は
思
う
。い
っ
た
ん
台
所
に
入
っ
た
ら
真
剣
勝
負
だ
。お
い
し
く
す
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
。そ
れ
を
い
つ
も
考
え
る
。料
理
は
小
さ
な
積
み
重
ね
が

す
べ
て
だ
か
ら
、よ
そ
見
を
す
る
暇
は
な
い
。茹
で
て
い
る
野
菜
の
色
、焼
く

音
、羽
釜
が
ふ
く
と
き
…
…
。そ
の
瞬
間
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。

台
所
で
の
動
き
一
つ
で
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
、と
に
か
く
手
を
動
か

し
、目
を
見
張
る
。細
や
か
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、料
理
を
お
い
し
く
す
る

秘
訣
な
の
だ
と
思
う
。

　

お
い
し
い
ひ
と
皿
に
す
る
た
め
に
大
切
な
も
う
一
つ
の
こ
と
。そ
れ
は
手

を
温
か
く
す
る
こ
と
だ
。体
温
を
上
げ
る
話
で
は
な
い
。手
を
温
め
る
と
い

う
こ
と
は
、心
を
温
か
く
す
る
こ
と
だ
。心
を
育
て
て
い
け
ば
、お
の
ず
と
手

は
育
つ
。手
は
心
を
表
す
か
ら
、こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
す
べ
て
が
料
理
に

表
れ
て
し
ま
う
の
だ
。袋
を
破
る
だ
け
の
料
理
じ
ゃ
、手
は
育
た
な
い
。

　

心
を
込
め
て
料
理
す
る
。こ
れ
は
人
を
想
う
気
持
ち
と
い
う
よ
り
、む
し

ろ
料
理
に
向
か
う
姿
勢
や
、食
材
、道
具
に
対
し
て
の
心
得
の
こ
と
を
言
う

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。食
材
を
最
後
ま
で
生
か
し
切
る
。台
所
道
具
の
正

し
い
使
い
方
を
知
る
。食
材
や
道
具
を
敬
い
、丁
寧
に
扱
う
と
い
う
こ
と
に

心
を
遣
う
。自
分
は
彼
ら
の
助
手
と
し
て「
下
か
ら
目
線
」で
働
か
せ
て
も
ら

お
う
と
い
う
謙
虚
さ
が
、料
理
を
お
い
し
く
す
る
の
だ
と
思
う
。

　

台
所
仕
事
は
自
分
の
雛
形
の
よ
う
な
も
の
。た
と
え
ば
仕
事
が
乱
暴
で
あ

れ
ば
、自
分
や
人
に
対
し
て
も
乱
暴
だ
と
い
う
こ
と
だ
。ま
ず
台
所
に
立
つ
。

そ
し
て
料
理
と
い
う「
も
の
づ
く
り
」に
励
む
。そ
れ
が
自
分
の
内
面
を
育
て

て
い
く
も
っ
と
も
身
近
で
最
良
の
方
法
だ
と
思
う
か
ら
、ひ
た
す
ら「
今
日
の

お
い
し
い
ひ
と
皿
」の
た
め
に
手
足
を
動
か
し
、心
を
尽
く
し
て
い
こ
う
。

みやもと しばに
長野県在住。手仕事の台所道具を扱う店「studio482+」
を運営。台所道具と料理をテーマに活動している。『野
菜たっぷりすり鉢料理』『台所にこの道具』（以上、アノ
ニマ・スタジオ）『おむすびのにぎりかた』（ミシマ社）
など著書多数。

創作野菜料理家

宮本 しばに

おいしいひと皿



就
農
へ
の
道
を
独
力
で
開
拓

　

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地
で
、農
業

を
始
め
、経
営
を
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と

奮
闘
す
る
青
年
が
い
る
。神
奈
川
県
綾

瀬
市
の
大
石
博
さ
ん（
37
歳
）だ
。大
石

さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、東
京
都
町
田
市

に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

営
す
る
会
社
で
10
年
以
上
働
い
た
後
に

退
職
。２
０
１
７
年
に
就
農
し
た
。

　

現
在
、１
５
０
㌃
の
畑
で
キ
ャ
ベ
ツ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、レ
タ
ス
を
生
産
す
る
。

就
農
４
年
目
な
が
ら
、次
世
代
を
担
う

若
手
農
業
者
と
し
て
地
域
の
農
業
関
係

者
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
の
知
識
や
経
験
、農
地
や
機
械
、

人
脈
を
ま
っ
た
く
持
た
ず
に
就
農
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、短
期
間
で
事
業
を

拡
大
で
き
た
の
は
、行
動
力
と
ま
わ
り

に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が

あ
る
か
ら
だ
。

　

大
石
さ
ん
は
前
職
で
は
接
客
や
調
理

な
ど
を
経
験
し
、退
職
前
の
６
年
間
は

店
長
と
し
て
店
舗
運
営
を
担
当
し
た
。

お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
店
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
、

営
業
戦
略
を
毎
日
考
え
た
。あ
る
と
き
、

サ
ラ
ダ
用
の
玉
レ
タ
ス
を
カ
ッ
ト
レ
タ

ス
に
代
え
た
ら
お
客
さ
ま
か
ら
味
が
落

ち
た
と
不
評
な
の
で
玉
レ
タ
ス
に
戻
し

て
ほ
し
い
、と
い
う
現
場
の
意
見
を
経

営
陣
に
訴
え
た
。し
か
し
、コ
ス
ト
削
減

を
重
視
し
た
経
営
方
針
に
合
わ
な
い
と

聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

大
石
さ
ん
は
諦
め
ず
に
自
分
の
意
見

を
経
営
陣
に
提
案
す
る
も
認
め
ら
れ
ず
、

状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。そ
の
う
ち
、

会
社
を
良
く
し
た
い
と
思
う
こ
と
自
体

も
経
営
陣
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
経
営
陣
に
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
、自

分
が
経
営
者
に
な
る
」。そ
う
決
意
し
た

大
石
さ
ん
は
、店
長
と
し
て
働
き
な
が

ら
、新
た
な
仕
事
を
模
索
し
た
。ア
パ
レ

ル
や
整
体
な
ど
も
考
え
た
が
、新
鮮
な

野
菜
を
お
客
さ
ま
に
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
を
実
現
し
よ
う
と
農
業
を
選
択
。

出
身
地
の
東
京
都
町
田
市
の
農
協
へ
就

農
し
た
い
と
相
談
し
た
。し
か
し
、農
業

法
人
な
ど
で
農
業
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、研

修
の
受
け
入
れ
先
は
自
分
で
探
す
よ
う

言
わ
れ
た
。

　

農
業
に
関
わ
る
知
人
が
一
人
だ
け
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。学
生
時
代
の

知
人
で
、茨
城
県
で
家
業
を
継
い
で
農

業
者
と
な
っ
て
い
た
。す
ぐ
に
連
絡
し

て
研
修
を
受
け
た
い
と
相
談
。半
年
ね

ば
っ
て
交
渉
し
た
後
、２
年
間
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
。だ
が
、２
年
で
は
自
力
で

「毎日畑で農作業ができることに喜びを感じています」
と穏やかな表情で語る

大
石 

博

知
ら
な
い
土
地
で

ゼ
ロ
か
ら
農
業
を
ス
タ
ー
ト

自
ら
行
動
し
て
縁
を
つ
か
む

次
世
代
の
農
業
者
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え
た
大
石
さ
ん
は
、地
域
の
農
業
者
へ

相
談
し
た
。近
隣
の
耕
作
放
棄
地
の
所

有
者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、耕
作
さ
せ

て
ほ
し
い
と
交
渉
。所
有
者
は
農
業
に

真
面
目
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
快
く
貸

し
て
く
れ
た
。こ
う
し
て
、２
年
目
に
は

就
農
時
に
立
て
た
計
画
を
大
き
く
上
回

る
１
０
０
㌃
ま
で
農
地
を
増
や
し
た
。

　

し
か
し
、急
に
規
模
を
拡
大
し
て
一

人
で
野
菜
を
増
産
で
き
る
か
、野
菜
の

品
質
を
上
げ
ら
れ
る
か
、と
い
う
新
た

な
悩
み
が
生
ま
れ
た
。

　

悩
む
大
石
さ
ん
を
見
て
、指
導
者
は

人
脈
を
広
げ
多
く
の
人
か
ら
助
言
を
受

け
た
ほ
う
が
よ
い
と
農
協
の
部
会
に
入

る
こ
と
を
提
案
。加
入
後
、大
石
さ
ん

は
農
協
の
営
農
指
導
や
、経
験
豊
富
な

部
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、１

年
目
よ
り
高
品
質
の
野
菜
を
増
産
す
る

こ
と
が
で
き
た
。「
立
場
の
違
う
多
く
の

人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
い
た
だ
き
、

経
営
全
般
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
す
。

　

３
年
目
に
は
農
地
を
１
５
０
㌃
ま
で

拡
大
。機
械
を
導
入
し
て
規
模
拡
大
に

対
応
し
、当
初
の
計
画
を
上
回
る
売
り

上
げ
を
確
保
し
た
。

　

就
農
当
初
、地
域
の
農
業
関
係
者
は

大
石
さ
ん
を「
よ
そ
か
ら
来
た
若
者
」と

一
線
を
引
い
て
い
た
が
、懸
命
に
農
作

業
に
励
む
姿
を
見
て
徐
々
に
態
度
を
和

所
有
者
へ
話
し
、栽
培
技
術
を
教
え
て

く
れ
る
農
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と

頼
ん
だ
。す
る
と
ベ
テ
ラ
ン
農
業
者
を

紹
介
し
て
も
ら
え
た
。

　

こ
う
し
て
農
地
20
㌃
を
確
保
し
、技

術
指
導
者
を
見
つ
け
た
大
石
さ
ん
は
、

17
年
４
月
に
就
農
し
た
。品
目
は
指
導

者
が
生
産
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
キ
ャ

ベ
ツ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、レ
タ
ス
に
決
め

た
。必

死
に
農
業
に
励
み
、広
げ
た
人
脈

　

就
農
後
は
毎
日
、早
朝
か
ら
日
没
後

ま
で
畑
に
出
て
働
い
た
。土
づ
く
り
や

農
薬
散
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、機
械
の
操

作
方
法
な
ど
、指
導
者
が
教
え
て
く
れ

る
こ
と
は
す
べ
て
メ
モ
を
し
て
覚
え
た
。

必
死
だ
っ
た
。指
導
者
の
機
械
を
借
り

て
大
き
な
設
備
投
資
を
抑
え
、農
業
で

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

収
益
を
増
や
す
た
め
規
模
拡
大
を
考

野
菜
を
生
産
で
き
る
ま
で
に
は
な
れ
ず
、

大
石
さ
ん
は
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。

　

研
修
終
了
時
期
が
迫
り
、大
石
さ
ん

は
自
分
で
農
地
を
探
す
こ
と
に
し
た
。

東
京
都
か
神
奈
川
県
で
就
農
す
る
と
決

め
、行
政
の
就
農
相
談
窓
口
で
農
地
を

貸
し
て
く
れ
る
人
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

と
相
談
。運
よ
く
、神
奈
川
県
綾
瀬
市
に

農
地
を
所
有
す
る
人
が
耕
作
者
を
探
し

て
い
る
と
連
絡
を
受
け
た
。

　

大
石
さ
ん
は
茨
城
県
か
ら
所
有
者
の

元
へ
何
度
も
通
い
交
渉
し
た
。最
初
は
、

よ
そ
か
ら
来
た
若
者
が
就
農
し
た
い
な

ん
て
本
気
か
、と
信
じ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
。「
死
ぬ
気
で
農
業
を
や
る
と
い
う

決
意
を
何
度
も
伝
え
ま
し
た
。半
年
ほ

ど
交
渉
し
、所
有
者
が
笑
顔
で
貸
す
と

言
っ
て
く
れ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で

す
」と
当
時
の
様
子
を
振
り
返
る
。

　

さ
ら
に
大
石
さ
ん
は
農
業
の
技
術
や

設
備
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
正
直
に

ら
げ
、今
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
部
会
の

副
会
長
を
任
せ
る
な
ど
、地
域
を
担
う

農
業
者
と
し
て
期
待
を
寄
せ
る
。

め
ざ
す
は
若
者
が
憧
れ
る
農
業
者

　

大
石
さ
ん
の
目
標
は
二
つ
あ
る
。一
つ

は
、若
い
就
農
希
望
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
る
こ
と
だ
。所
得
が
低
い
、重
労

働
で
き
つ
い
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、農
業
は
魅
力
あ
る
仕
事

だ
と
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の

た
め
に
ま
ず
、野
菜
の
品
質
と
生
産
性

の
向
上
を
実
現
し
、収
益
性
を
高
め
る

こ
と
を
め
ざ
す
。

　

も
う
一
つ
は
新
規
就
農
者
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
。農

業
の
知
識
も
技
術
も
人
脈
も
持
た
な
い

人
が
知
ら
な
い
土
地
で
就
農
す
る
と
き

に
抱
く
不
安
や
悩
み
は
痛
い
ほ
ど
わ
か

る
。一
方
、地
域
の
農
業
関
係
者
側
は
よ

そ
者
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
る
オ
ー
プ
ン

な
雰
囲
気
と
は
言
い
難
い
。地
域
と
新

規
就
農
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
自
分
に
は

あ
る
と
大
石
さ
ん
は
感
じ
て
い
る
。「
見

ず
知
ら
ず
の
自
分
を
受
け
入
れ
、多
く

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
指
導
者
や
地

域
の
農
業
関
係
者
の
よ
う
に
、自
分
も

若
い
新
規
就
農
者
を
応
援
し
た
い
」。感

謝
の
思
い
を
抱
い
て
大
石
さ
ん
は
今
日

も
畑
に
出
る
。

�

（
情
報
企
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「
植
物
肉
」と
い
う
言
葉
を
近
年
メ
デ
ィ
ア
で
よ
く

見
か
け
る
。い
ま
や
食
品
業
界
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
の
人
に
も
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。本
稿
で
は
植
物

肉
の
特
徴
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

植
物
肉
と
は
文
字
ど
お
り「
植
物
か
ら
作
っ
た
肉
」を
指

す
。こ
の
時
点
で
違
和
感
を
覚
え
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。普

通
、肉
は
動
物
か
ら
採
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、植
物
は
肉
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。し
か
し
、植
物
を
原
料
と

し
な
が
ら
も
畜
肉
の
加
工
品
と
区
別
が
つ
か
な
い
品
質
の

肉
様
製
品
が
販
売
さ
れ
始
め
て
い
る
。「
肉
を
模
し
た
」と
い

う
観
点
で
い
え
ば
、古
く
は
精
進
料
理
に
端
を
発
し
た「
が

ん
も
ど
き
」や
豆
腐
ブ
ー
ム
に
よ
り
誕
生
し
た
豆
腐
ハ
ン
バ

ー
グ
な
ど
が
あ
る
が
、植
物
肉
は
そ
の
完
成
度
の
高
さ
か
ら
、

単
な
る「
も
ど
き
肉
」の
扱
い
で
は
な
く
、「
ま
っ
た
く
新
し

い
種
類
の
肉
」と
し
て
認
め
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

植
物
肉
の
特
徴
は
食
味
に
あ
る
。食
味
は
味
・
香
り
・
食

感
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
分
か
れ
る
が
、た
と
え
ば
植
物
肉

で
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
で
試
す
と
、見
た
目
で
は
気
づ

か
ず
、香
り
で
も
気
づ
か
ず
、食
べ
て
も
植
物
肉
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
な
い
方
も
い
る
。製
品
に
よ
っ
て
は
三
つ
の
要

素
の
う
ち
一
つ
二
つ
欠
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
、す
べ
て
の

製
品
が
畜
肉
の
食
味
と
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、総

じ
て
畜
肉
に
近
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

背
景
に
は
食
品
科
学
に
基
づ
く
研
究
開
発
の
め
ざ
ま
し

い
進
歩
が
あ
る
。た
と
え
ば
肉
の
お
い
し
そ
う
な
香
り
を
付

け
る
に
は
、目
標
と
す
る
製
品
の
臭
気
を
分
析
し
、ど
の
よ

う
な
要
素
で
組
み
立
て
ら
れ
た
香
り
な
の
か
調
べ
、そ
の
数

値
を
基
に
、さ
ま
ざ
ま
な
香
料
や
香
辛
料
の
臭
気
デ
ー
タ
を

掛
け
合
わ
せ
て
同
様
の
香
り
を
再
現
す
る
。こ
う
し
た
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
応
用
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、実
に

う
ま
く
肉
の
お
い
し
さ
が
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、植
物
肉
は「
生
産
効
率
が
非
常
に
よ
い
肉
」で
も
あ

る
。人
類
の
発
展
の
歴
史
は
、生
産
効
率
向
上
の
歴
史
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。18
世
紀
の
産
業
革
命
で
蒸
気
機
関
が
登
場

し
た
こ
と
に
よ
り
織
物
産
業
の
生
産
効
率
は
飛
躍
的
に
向

上
し
、布
製
品
が
誰
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。同
様

●
か
ね
だ 

さ
と
し
●

１
９
８
７
年
東
京
都
生
ま
れ
。米
国D

e Anza 
C

ollege

準
学
士
。慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

卒
。高
校
卒
業
後
に
渡
米
。シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

滞
在
中
、食
の
多
様
性
に
感
銘
を
受
け
２
０
１
１

年
、日
本
で
い
ち
早
く
植
物
性
食
品
専
門「
グ
リ

ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
株
式
会
社
」を
創
業
。会
社
経

営
の
傍
ら
各
種
勉
強
会
で
の
講
演
や
雑
誌
へ
の

寄
稿
、ま
た
議
員
連
盟
で
植
物
性
食
品
に
関
す

る
情
報
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
田 

郷
史
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主張・多論百出

に
蒸
気
機
関
車
の
誕
生
に
よ
り
誰
で
も
長
距
離
移
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
、19
世
紀
は
通
信
の
発
達
、20

世
紀
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
世
界
的
普
及
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
効
率
化
の
恩
恵
を
享
受
し
私
た
ち
は
豊
か
に
な
っ
た
。

こ
の
点
か
ら
畜
産
品
に
つ
い
て
効
率
化
の
歴
史
を
見

て
み
よ
う
。家
族
自
営
牧
場
か
ら
大
規
模
集
約
の
工

業
的
畜
産
へ
と
か
じ
が
切
ら
れ
、現
在
で
は
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

は
49
日
程
度
、豚
は
１
８
０
日
、牛
は
５
０
０
日
程
度
で
出

荷
さ
れ
る
。一
見
、生
産
効
率
が
よ
い
か
に
見
え
る
。

　

他
方
、換
算
効
率
の
面
か
ら
見
る
と
、畜
肉
１
㌔
グ
ラ
ム
を

作
る
の
に
必
要
な
エ
サ
の
量
は
一
般
に
鶏
４
㌔
グ
ラ
ム
、豚

７
㌔
グ
ラ
ム
、牛
で
11
㌔
グ
ラ
ム
に
上
り
、飼
料
作
物
を
作
る

の
に
必
要
な
水
の
量
は
、鶏
で
４
５
０
０
㍑
、豚
６
０
０
０
㍑
、�

牛
は
２
万
㍑
に
も
及
ぶ
。こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、

肉
を
作
る
た
め
に
一
度
動
物
を
介
す
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
は

非
効
率
的
で
あ
り
、動
物
を
介
さ
ず
に
畜
肉
と
同
等
の
も
の

が
作
り
出
せ
る
な
ら
、そ
れ
が
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　

そ
の
点
植
物
肉
は
、ダ
イ
ズ
や
エ
ン
ド
ウ
と
い
っ
た
作
物

を
一
次
加
工
し
た
脱
脂
原
料
を
直
接
用
い
て
製
造
で
き
る

た
め
、原
料
の
換
算
効
率
が
よ
く
短
期
間
で
製
造
で
き
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
植
物
肉
は
肉
の
製
造
過
程
を
抜
本
的

に
変
革
し
、地
球
上
の
食
肉
の
在
り
方
を
変
え
て
し
ま
う
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
需
要
面
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。消
費
者
が
食
を
選

ぶ
基
準
の
一
つ
に「
健
康
」が
あ
る
。米
国
で
は
植
物
肉
が
ヘ

ル
シ
ー
ミ
ー
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

肉
食
文
化
で
あ
る
欧
米
の
消
費
者
が
畜
肉
を
避
け
る
最
大

の
理
由
は
、畜
肉
が
動
物
由
来
で
あ
る
こ
と
だ
。と
く
に
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、動
脈
硬
化
や
血
栓
を
発
生
さ
せ

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、赤
肉
や
ハ
ム
、ベ
ー
コ
ン
な
ど
加
工
肉
の
多
量
摂
取
が

ガ
ン
の
発
生
率
を
高
め
る
と
い
っ
た
研
究
結
果
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。こ
う
し
た
背
景
か
ら
欧
米
を
中
心
に
畜
肉
を
意

識
的
に
控
え
て
植
物
肉
を
選
択
す
る
消
費
者
が
増
加
し
て

い
る
。健
康
的
で
遜
色
の
な
い
お
い
し
さ
の「
肉
」が
食
べ
ら

れ
る
の
な
ら
、植
物
肉
を
積
極
的
に
摂
り
た
い
と
い
う
潜
在

的
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

思
え
ば
ア
ッ
プ
ル
社
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎｅ
が
登
場
し
て
わ
ず

か
５
年
ほ
ど
で
世
界
は
携
帯
電
話
を
忘
れ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
へ
と
移
行
し
て
し
ま
っ
た
。畜
肉
に
つ
い
て
も
同
様
に
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
需
要
変
化
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

植
物
肉
は
お
い
し
い
、ヘル
シ
ー
、経
済
的

食
生
活
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
か



　
非
農
家
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、27
歳
で

稲
作
農
家
と
し
て
独
立
、初
年
度
に
10
㌶

を
経
営
。わ
ず
か
５
年
目
で
１
３
０
㌶
に

大
規
模
化
し
、近
い
将
来
に
１
０
０
０
㌶

の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
を
め
ざ
す
。「
日
本
農
業

の
生
産
能
力
を
高
め
、最
終
的
に
は
世
界

の
農
業
の
価
値
を
最
大
化
し
、人
々
の
食

を
守
り
抜
く
」。こ
ん
な
強
い
使
命
感
に

支
え
ら
れ
て
挑
戦
す
る
若
き
新
規
就
農
者

の
参
入
秘
話
。

中
学
の
作
文
で「
農
業
に
貢
献
」

─
新
規
就
農
な
の
に
、27
歳
で
稲
作
農

家
と
し
て
独
立
し
た
そ
う
で
す
ね
。

中
森　
父
は
東
京
で
食
肉
の
輸
出
入
業
を

営
み
、農
作
業
と
縁
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ぼ
く
が
農
業
と
出

合
っ
た
の
は
、中
学
生
の
と
き
、授
業
で

世
界
の
飢
餓
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
が

最
初
で
す
。卒
業
時
の
作
文
で「
世
界
の

農
業
に
貢
献
す
る
」み
た
い
な
こ
と
を
書

き
ま
し
た
。

　
東
京
農
業
大
学
に
入
っ
た
の
は
、そ
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
で
す
。大
学
で
は
、

世
界
の
食
料
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

日
本
農
業
の
課
題
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
世
界
の
先
進
国
の
多
く
が
穀
物
の
輸
出

国
な
の
に
、日
本
は
穀
物
の
大
輸
入
国
で

食
料
安
全
保
障
上
、極
め
て
危
う
い
国
で

す
。こ
れ
が
、ぼ
く
が
農
業
者
に
な
ろ
う

と
決
意
し
た
理
由
で
す
。

─
大
学
生
の
と
き
に
、八
百
屋
を
経
営

し
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

中
森
　
大
学
時
代
は
、世
界
各
国
の
学
生

た
ち
と
交
流
す
る「
世
界
学
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
」と
い
う
組
織
に
属
し
て
い
ま
し
た
。日

本
の
農
業
者
の
役
に
立
て
れ
ば
と
、農
産

物
の
販
売
を
手
伝
う
こ
と
に
し
、東
京
・

入
谷
で「
学
生
八
百
屋
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」と
い
う

店
を
経
営
し
ま
し
た
。大
学
３
年
の
と
き

で
し
た
。

　

さ
ら
に
、有
機
野
菜
を
納
め
て
い
た
縁

で
、東
京
・
元
麻
布
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
再
建
に
か
か
わ
る
こ

と
に
な
り
、が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、夢
を
見
ま
し
た
。お

じ
い
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
ぼ
く
に
、孫
が

こ
う
言
う
の
で
す
。「
あ
の
と
き
、な
ぜ
日

本
の
農
業
を
守
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
」。

日
本
の
農
業
の
発
展
に
人
生
を
賭
け
る
と

豪
語
し
て
い
た
の
に
、飲
食
店
の
経
営
に

注
力
し
て
い
る
う
ち
に
、日
本
の
農
業
は

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。孫
世
代
か
ら

ぼ
く
が
し
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
日
を
境
に
、ぼ
く
は
店
を
継
い
で
く

れ
る
人
を
探
し
始
め
る
と
同
時
に
、新
規
就

農
す
る
た
め
に
農
場
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

関
東
平
野
で
稲
作
農
家
め
ざ
す

─
や
る
べ
き
使
命
が
あ
る
こ
と
を
、

「
孫
」か
ら
諭
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

中
森
　
そ
う
な
ん
で
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
の

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
の
に
懸
命
に
働
い

た
の
で
す
が
、そ
れ
は
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。ぼ
く
と
し
て
は「
お

前
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
。日
本
の
農

業
を
立
て
直
す
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
」

と
い
う
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。そ
れ
が
夢
に
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
後
、店
を
継
い
で
く
れ
る
人
を
探
す

の
に
半
年
か
か
り
ま
し
た
。

─
農
場
を
探
し
て
、全
国
各
地
を
回
っ

た
の
で
す
か
。

中
森
　
い
い
え
。最
初
か
ら
関
東
地
方
に

絞
っ
て
探
し
ま
し
た
。関
東
の
穀
倉
地
帯
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新
規
就
農
５
年
目
で
１
３
０
㌶
超
の
経
営

日
本
の
食
料
安
保
を
担
っ
て
大
規
模
稲
作

中
森 

剛
志
さ
ん
埼
玉
県
加
須
市

中
森
農
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役



変革は人にあり
が
、日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
カ
ギ
を
握

る
地
域
だ
か
ら
で
す
。日
本
農
業
の
最
大

の
弱
点
、つ
ま
り
食
料
安
保
上
の
問
題
は
、

水
田
稲
作
農
業
の
効
率
の
悪
さ
に
あ
り
ま

す
。ぼ
く
が
生
産
性
の
高
い
稲
作
経
営
の

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
に
は
、大
規
模
に
展

開
で
き
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、や
は
り
平
野
の
広
が
る
関
東

穀
倉
地
帯
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、茨
城
、千
葉
、埼
玉
の
３
県
で

適
地
を
探
し
歩
き
ま
し
た
。各
地
の
農
協
、

市
町
村
の
農
業
委
員
会
、そ
れ
に
大
規
模

に
や
っ
て
い
る
稲
作
経
営
者
の
と
こ
ろ
を

回
り
ま
し
た
。

加
須
市
で
稲
作
を
ス
タ
ー
ト

─
失
礼
で
す
が
、農
業
の
実
務
経
験
の

な
い
若
者
が
大
規
模
な
稲
作
を
や
り
た
い

と
言
っ
て
も
、相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

中
森
　
そ
の
通
り
で
す
。「
よ
そ
者
に
は
無

理
だ
」と
か
、「
余
っ
て
い
る
コ
メ
を
大
規

模
に
作
る
な
ん
て
、や
め
た
方
が
い
い
」

と
か
。相
談
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら
、

ぼ
ろ
く
そ
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

─
で
も
、ひ
る
ま
な
か
っ
た
。

中
森
　
ぼ
く
に
は
日
本
の
食
料
安
保
を
確

立
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
し
た
。い

く
ら
言
わ
れ
て
も
、農
業
を
始
め
る
決
意

は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、ぼ
く
の
頭
の
中
に
は「
２
０
２
５ 

年
問
題
」が
あ
り
ま
し
た
。２
０
２
５
年
に

は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
に
な
り
、一
気
に
離
農
が
進
む
。農
業

生
産
を
担
う
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
農
業
の
最
大
の
問
題
は
、販
売
で
も

流
通
で
も
な
い
。生
産
現
場
に
あ
る
の
で

す
。「
無
理
だ
」「
や
め
ろ
」と
言
わ
れ
て
も
、

ぼ
く
が
や
る
し
か
な
い
。

─
結
局
、埼
玉
県
加か

須ぞ

市
で
稲
作
を
始

め
ま
し
た
。な
ぜ
加
須
に
？

中
森
　
茨
城
、千
葉
、埼
玉
の
３
県
に
絞

っ
た
の
で
す
が
、「
や
め
て
お
け
」と
い
う

人
が
多
い
中
で
、唯
一
ぼ
く
の
こ
と
を
面

白
が
り
、応
援
し
て
く
れ
た
の
が
埼
玉
県

加
須
市
内
で
大
規
模
に
稲
作
を
経
営
し
て

い
る
早
川
農
場
の
早
川
良
史
さ
ん
で
し
た
。

　

何
回
も
相
談
に
訪
れ
、通
っ
て
い
る
う

ち
に
、早
川
さ
ん
か
ら「
こ
っ
ち
に
移
住

し
ち
ゃ
え
よ
」と
背
中
を
押
さ
れ
、14
年

８
月
に
加
須
市
内
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。25
歳
で
し
た
。

　

埼
玉
県
は
農
地
の
流
動
化
率
が
高
く
な

る
に
ち
が
い
な
い
、と
い
う
読
み
も
働
き

ま
し
た
。基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年

齢
が
高
く
後
継
者
の
い
る
農
家
が
少
な
い
。

農
地
を
貸
し
出
す
人
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く

る
。そ
う
計
算
し
た
の
で
す
。

　

め
ざ
す
農
業
は
、世
界
標
準
の
効
率
的

な
水
田
農
業
で
す
か
ら
、広
い
農
地
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
し
た
。埼
玉

県
の
中
で
も
と
り
わ
け
水
田
農
業
の
盛
ん

な
加
須
市
は
、大
規
模
稲
作
を
展
開
し
や

す
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

27
歳
で
独
立
、初
年
度
10
㌶

─
初
年
度
か
ら
10
㌶
も
作
付
け
し
た
の

で
す
ね
。

中
森
　
14
年
秋
か
ら
１
年
半
、早
川
農
場

で
イ
ネ
づ
く
り
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

事務所前のほ場にて、代表の中森剛志さん＝埼玉県加須市で

な
か
も
り 

つ
よ
し

東
京
生
ま
れ
。31
歳
。中
学
時
代
に
日
本
の
食

料
安
全
保
障
へ
の
貢
献
を
決
意
。東
京
農
業
大

学
卒
業
後
、八
百
屋
、飲
食
店
経
営
を
経
て
、

２
０
１
４
年
９
月
、25
歳
で
埼
玉
県
加
須
市
に

移
住
し
、大
規
模
稲
作
農
家
で
研
修
。16
年
４

月
、27
歳
で
独
立
し
、初
年
度
か
ら
10
㌶
の
水
田

を
耕
作
。２
年
目
30
㌶
、３
年
目
60
㌶
、４
年
目

１
０
０
㌶
、５
年
目
の
20
年
度
は
１
３
０
㌶
と

拡
大
す
る
。埼
玉
県
稲
麦
作
経
営
者
会
議
理
事
。

中
森
農
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
中
森
剛
志
氏
が
独
立
し
て
２
年

目
の
２
０
１
７
年
２
月
、農
業
法
人
と
し
て
設

立
。資
本
金
３
０
０
万
円
。20
年
度
の
耕
地
面
積

１
３
０
㌶
は
借
地
。水
田
稲
作
は
90
㌶
。ほ
か
に

大
豆
24
㌶
、麦
12
㌶
、サ
ツ
マ
イ
モ
10
㌶
。小
麦

と
米
と
の
二
毛
作
も
手
掛
け
る
。耕
地
利
用
率

は
１
０
０
％
を
超
え
る
。売
上
高
９
０
０
０
万

円
。従
業
員
は
正
社
員
８
人
、パ
ー
ト
従
業
員

１
人
。
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変革は人にあり
一
日
も
早
く
独
立
し
た
か
っ
た
の
で
、農

地
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
、研
修
中
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

７
㌶
を
か
き
集
め
、16
年
４
月
、27
歳
の

と
き
に
独
り
立
ち
し
ま
し
た
。田
植
え
の

最
中
に
、ま
わ
り
の
農
家
か
ら「
お
前
は

何
者
だ
」と
聞
か
れ
、「
新
規
就
農
者
で
す
」

と
答
え
る
と
、「
じ
ゃ
あ
、こ
こ
も
田
植
え

し
て
く
れ
」と
頼
ま
れ
、初
年
度
の
作
付

面
積
は
結
局
10
㌶
に
上
り
ま
し
た
。

　

国
内
の
水
田
の
穀
物
生
産
能
力
を
維
持

す
る
た
め
に
飼
料
米
の
生
産
に
着
目
し
、

初
年
度
か
ら
飼
料
米
専
用
品
種
の「
オ
オ

ナ
リ
」を
３
㌶
余
り
栽
培
し
ま
し
た
。主

食
用
米
と
し
て
は
、民
間
が
開
発
し
た「
み

つ
ひ
か
り
」が
メ
イ
ン
で
し
た
。米
卸
業

者
に
販
売
し
、初
年
度
か
ら
黒
字
で
し
た
。

─
農
業
機
械
は
ど
う
し
た
の
で
す
か
。

中
森
　
初
年
度
に
中
古
の
田
植
え
機
と
、

将
来
を
見
据
え
て
大
き
な
コ
ン
バ
イ
ン
を

購
入
し
ま
し
た
。中
古
で
買
っ
た
ト
ラ
ク

タ
ー
は
す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

先
輩
農
家
の
方
々
か
ら
借
り
ま
し
た
。そ

の
お
返
し
に
先
方
の
作
業
を
手
伝
い
ま
し

た
。地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
は
大
切
で
す
。初
期
投
資

は
日
本
公
庫
か
ら
新
規
就
農
者
向
け
の
資

金
を
借
り
ま
し
た
。

情
報
網
張
り
農
地
を
集
積

─
２
年
目
は
30
㌶
、３
年
目
は
60
㌶
、４

年
目
の
19
年
は
１
０
０
㌶
で
す
。農
地
が

出
て
く
る
は
ず
と
い
う
読
み
が
当
た
り
ま

し
た
が
、ど
う
や
っ
て
農
地
を
集
め
た
の

で
す
か
。

中
森
　
も
ち
ろ
ん
だ
ま
っ
て
い
て
は
、農

地
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。農
地
流
動
化
の
実

態
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。農
地

を
借
り
た
い
人
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。農

地
を
貸
し
た
い
人
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。

大
切
な
の
は
情
報
で
す
。

─
具
体
的
に
は
何
を
し
た
の
で
す
か
？

中
森
　
農
地
の
情
報
が
集
ま
る
場
所
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。一
つ
は
農
機
具
の
販
売

店
さ
ん
で
す
。農
家
と
付
き
合
い
が
深
く

農
地
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
大

規
模
農
家
さ
ん
で
す
。農
地
を
貸
し
た
い

人
は
大
規
模
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行

く
か
ら
で
す
。最
後
に
行
政
の
窓
口
で
す
。

借
り
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
場
合
、最

終
的
に
は
市
町
村
の
窓
口
に
行
く
か
ら
で

す
。「
借
り
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
る
」

と
い
う
情
報
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
地
権
者

の
と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

─
規
模
を
大
き
く
し
て
い
く
と
、労
働

力
が
必
要
で
す
ね
。

中
森
　
２
年
目
は
、「
学
生
八
百
屋
」で
知

り
合
っ
た
埼
玉
出
身
の
主
婦
の
方
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。３
年
目
に
は
学
生

時
代
に
知
り
合
っ
た
若
者
を
採
用
し
ま
し

た
。い
ま
で
は
頼
も
し
い
存
在
で
す
。さ

ら
に
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
繁
忙
期
に
は
、

地
元
の
若
者
２
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

４
年
目
は
１
０
０
㌶
に
広
げ
た
の
で
、

新
た
に
６
人
の
若
者
を
採
用
し
、い
ま
は

正
社
員
８
人
、パ
ー
ト
従
業
員
１
人
で
作

業
を
し
て
い
ま
す
。い
ま
の
と
こ
ろ
人
集

め
に
は
苦
労
せ
ず
、口
コ
ミ
で
優
秀
な
若

者
が
来
て
く
れ
ま
す
。正
社
員
に
は
農
閑

期
に
も
仕
事
が
あ
り
ま
す
。面
積
が
広
い

の
で
、田
植
え
は
４
月
末
か
ら
、稲
刈
り
は

12
月
ま
で
と
い
う
よ
う
に
、時
期
を
ず
ら

し
て
い
ま
す
し
、冬
は
農
地
の
手
入
れ
や

機
械
の
整
備
に
追
わ
れ
ま
す
。

将
来
は
10
万
㌶
の
ギ
ガ
農
場

─
２
０
２
０
年
の
作
付
面
積
は
？

中
森
　
１
３
０
㌶
を
予
定
し
て
い
ま
す
。米

が
90
㌶
、大
豆
が
24
㌶
、小
麦
が
12
㌶
、サ

ツ
マ
イ
モ
が
10
㌶
で
作
付
面
積
は
１
３
０

㌶
を
超
え
ま
す
が
、小
麦
の
一
部
は
米
と

の
二
毛
作
で
栽
培
す
る
た
め
で
す
。

　

品
種
は
、埼
玉
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
の「
彩

の
き
ず
な
」、多
収
で
直
播
に
向
く「
ほ
し

じ
る
し
」、そ
れ
に
酒
米
が
少
し
。昨
年
ま

で
主
力
だ
っ
た「
み
つ
ひ
か
り
」は
今
年

は
減
ら
し
ま
す
。倒
れ
や
す
く
、コ
ン
バ

イ
ン
に
よ
る
収
穫
作
業
が
や
り
に
く
い
か

ら
で
す
。面
積
が
増
え
る
と
、作
業
の
し

や
す
さ
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

将
来
の
大
規
模
経
営
を
見
据
え
て
、独

立
後
３
年
目
に
、専
用
の
播
種
機
を
導
入

し
ま
し
た
。世
界
標
準
の
水
稲
作
付
体
系

で
あ
る
乾
田
直
播
の
技
術
を
確
立
す
る
た

め
で
す
。昨
年
は
５
㌶
、今
年
は
10
㌶
を

乾
田
直
播
に
し
ま
す
。１
俵
＝
60
㌔
グ
ラ

ム
当
た
り
５
０
０
０
円
程
度
の
コ
ス
ト
で

生
産
す
る
の
が
目
標
で
す
。

　

同
じ
く
３
年
目
に
紙
マ
ル
チ
移
植
機
を

導
入
し
、今
年
は
10
㌶
で
有
機
栽
培
に
も

挑
み
ま
す
。低
コ
ス
ト
生
産
の
一
方
、高

付
加
価
値
の
米
作
り
を
め
ざ
し
、輸
出
も

視
野
に
入
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
年
か
ら
米
の
直
接
販
売
に

乗
り
出
す
た
め
、秋
ま
で
に
精
米
ラ
イ
ン

を
建
設
し
ま
す
。昨
年
ま
で
は
卸
売
業
者

に
１
㌧
単
位
で
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
秋
か
ら
は
、精
米
し
て
２
～
10
㌔
グ
ラ

ム
の
小
袋
で
、外
食
業
者
や
一
般
消
費
者

向
け
に
も
販
売
し
ま
す
。

─
今
後
の
構
想
は
？

中
森
　
２
、３
年
後
ま
で
に
、１
チ
ー
ム
10

人
で
３
０
０
㌶
の
水
田
を
経
営
す
る
モ
デ

ル
を
確
立
し
た
い
で
す
ね
。３
チ
ー
ム
作
れ

ば
約
１
０
０
０
㌶
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
が
で

き
ま
す
。最
終
的
に
は
日
本
の
米
の
10
％

を
生
産
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
が
１
０
０
カ
所
、全
国
で
10
万
㌶

に
な
り
ま
す
。こ
の
ギ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
実

現
を
通
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
研
究
開
発

事
業
に
も
着
手
し
、人
々
の
食
を
守
り
抜

け
る
組
織
を
作
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
村
田�

泰
夫
）
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ト
マ
ト
な
ど
を
栽
培
す
る
多
く
の
ハ
ウ
ス
で
は
、

暖
房
機
や
換
気
扇
な
ど
が
備
え
ら
れ
、温
度

や
炭
酸
ガ
ス
濃
度
な
ど
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
要
因
が
生

育
に
好
適
な
状
態
に
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。比
較
的

規
模
の
大
き
な
ハ
ウ
ス
で
は
、マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ（
以
下
、マ
イ
コ
ン
）が
内
蔵
さ
れ
た
環
境
制
御

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、施
設
内
環
境
要
因
が
制
御

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
マ
イ
コ
ン
を
用
い
た
環
境
制
御

シ
ス
テ
ム
は
、１
９
８
０
年
代
の
中
頃
に
メ
ー
カ
ー

よ
り
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、高
価
な
上
、30
㌃
以
上

の
大
規
模
ハ
ウ
ス
で
な
い
と
導
入

効
果
が
得
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

一
方
、当
時
の
日
本
の
施
設
園
芸

は
、一
農
家
の
経
営
規
模
は
10
㌃

程
度
、一
棟
が
３
㌃
程
度
の
小
型

ハ
ウ
ス
が
主
流
で
、導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。こ
の
た
め
、開
発
メ
ー

カ
ー
は
撤
退
し
、規
模
拡
大
を
望

む
農
家
に
は
、オ
ラ
ン
ダ
製
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、低
価
格
か
つ
小
規
模
の
施
設
園
芸
に

導
入
可
能
な
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
考
え
出

し
た
の
が
、東
海
大
学
開
発
工
学
部
教
授（
現
・
近
畿

大
学
教
授
）の
星
岳
彦
さ
ん
で
す
。星
さ
ん
は
一
枚
の

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
能
一
式
を
実
装

し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
、温
度
計
な
ど
の
環
境
計
測

機
器
や
暖
房
機
な
ど
の
環
境
制
御
機
器
に
組
み
込
み
、

こ
れ
ら
を
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
で
接
続
し
た
環
境
制
御
シ
ス

テ
ム
を
考
え
出
し
、２
０
０
４
年
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
環

境
制
御
シ
ス
テ
ム（
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）と
い
う
名
称
で
発
表

し
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
は
装
置
が
個
々
に
自
律
し
て
動
く「
自

律
分
散
型
」が
特
徴
で
、単
独
の
機
器
で
も
作
動
で
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
相
互
に
制
御
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
施
設
に
対
応

で
き
る
う
え
、マ
イ
コ
ン
が
安
価
な
こ
と
か
ら
低
コ

ス
ト
で
導
入
で
き
る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

星
さ
ん
は
04
年
か
ら
２
年
に
わ
た
り
、研
究
代
表

者
と
し
て
、農
林
水
産
省
の「
先

端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
水
産

研
究
高
度
化
事
業
」に
お
い
て
、

通
信
規
格
の
標
準
化
や
試
作
機

の
実
証
試
験
な
ど
を
行
い
、実
用

化
に
目
途
を
立
て
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
普
及

を
図
り
、規
格
の
維
持
管
理
や
解

決
す
べ
き
課
題
に
取
り
組
む
た

め
、06
年
に
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
研
究
会
を

発
足
さ
せ
、そ
の
初
代
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
研
究
会
で
は
、シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法

を
解
説
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表
し
た
り
、安
く
構

築
す
る
た
め
の
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
キ
ッ
ト
の
手
作
り
方
法
を

解
説
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、若
い
農
業
者
を
中
心
に
急
速
に
導

入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
施
設
園
芸
の
実
情
を
考
慮
し
て
開
発
さ

れ
た
こ
の
日
本
発
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
、今
後

の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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た
め
池
改
修
を
機
に
法
人
化

　
「
福
の
里
」は
、本
州
の
最
西
端
に
あ
る
山
口
県
の
北
、

萩
市
と
島
根
県
に
近
接
す
る
標
高
４
０
０
㍍
の
山
間
部
、

阿あ

武ぶ

町ち
ょ
う

福
賀
に
あ
る
。阿
武
町
の
人
口
は
３
３
０
０
人

余
り
で
、そ
の
う
ち
、福
賀
の
人
口
は
５
３
０
人
で
あ

る
。

　

福
賀
は
中
国
山
地
に
分
け
ら
れ
た
日
本
海
側
気
候
で

あ
り
、近
年
こ
そ
少
な
い
が
数
十
年
前
ま
で
は
１
㍍
以

上
の
積
雪
が
あ
っ
た
。昼
夜
の
温
度
差
も
激
し
く
、「
山

口
県
の
北
海
道
」と
言
わ
れ
る
厳
寒
地
で
あ
る
。厳
し

い
気
候
条
件
で
あ
る
が
ゆ
え
、品
質
・
食
味
と
も
秀
逸

な
農
産
物
を
生
産
す
る
自
慢
の
優
良
農
地
が
広
が
る
。

　

福
の
里
は
、２
０
０
６
年
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
農

地
再
生
に
挑
み
は
じ
め
た
。高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
む
な
か
、地
域
の
強
い
結
び
付
き
と
な
る
法
人
化
を

果
た
し
ほ
場
を
復
活
し
た
。現
在
で
は
、遊
休
農
地
は

皆
無
で
あ
る
。今
年
度
、福
の
里
で
は
水
稲
１
０
１
㌶

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
、山
田
錦
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
米
、モ
チ
米
）

と
、転
作
14
㌶（
飼
料
用
米
、大
豆
、薬
草
、ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、ス
イ
カ
）を
栽
培
す
る
。農
地
を
守
り
、次
世
代
へ

継
承
す
る
た
め
私
た
ち
は
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
ず
福
の
里
の
設
立
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た
い
。

地
域
農
地
を
潤
す
水
が
め
の
一
つ「
長
沢
た
め
池
」（
受

益
面
積
40･

５
㌶�

貯
水
量
45
万
立
方
㍍
）は
、１
６
０
２

年
に
築
造
さ
れ
、４
０
０
年
以
上
た
っ
て
い
る
。大
正

時
代
に
一
部
改
修
さ
れ
た
が
、ダ
ム
本
体
で
あ
る
堤て

い

体た
い

な
ど
の
老
朽
化
が
著
し
く
、受
益
地
に
水
が
十
分
供
給

で
き
な
い
こ
と
や
、豪
雨
な
ど
に
よ
る
堤
体
決
壊
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、大
規
模
な
改
修
工
事
を

２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、３
億
円
か
け
て
実
施
し
た
。

　

改
修
工
事
の
間
、た
め
池
の
水
が
使
え
な
い
た
め
転

作
す
る
こ
と
に
し
、大
豆
と
レ
ン
ゲ
を
35
㌶
作
付
け
た
。

す
で
に
２
０
０
０
年
か
ら
５
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
た

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
協
定
組
織「
福
田
中

中
山
間
」の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
、農
用
地
利
用
組
合
を

立
ち
上
げ
た
。

　

大
型
農
業
機
械
を
導
入
し
、種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

の
営
農
を
請
け
負
っ
た
。こ
の
共
同
作
業
が
後
の
福
の

里
の
法
人
化
に
つ
な
が
る
大
き
な
い
し
ず
え
と
な
る
。

　

た
め
池
改
修
工
事
の
完
了
を
目
前
に
し
て
、こ
れ
を

機
会
に
組
織（
法
人
）を
立
ち
上
げ
た
ら
ど
う
か
と
提

案
が
上
が
っ
た
。県
の
指
導
を
得
て
、町
の
担
当
者
、福

田
中
中
山
間
と
農
用
地
利
用
組
合
の
役
員
な
ど
で
毎
夜

話
し
合
い
を
重
ね
た
。法
人
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
も
検
討
し
、法
人
化
を
念
頭
に
集
落
ご
と
に
説
明
会

を
開
い
た
と
こ
ろ
か
な
り
の
反
対
意
見
が
出
た
。

　

当
時
の
農
家
は「
一
家
一
社
長
」と
し
て
の
意
識
が
強

く
、競
っ
て
反
収
を
上
げ
、競
っ
て
機
械
を
購
入
す
る

時
代
だ
っ
た
。「
ま
だ
ま
だ
自
分
で
や
っ
て
い
け
る
」「
所

有
す
る
農
業
機
械
を
安
価
で
手
放
し
て
ま
で
組
織
に
入

る
気
は
な
い
」と
い
う
意
見
が
半
数
近
く
を
占
め
た
。

　

多
数
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
判
断
し
か
ね
て
い
た
と
こ

ろ
、県
か
ら
03
年
度
内
に
法
人
化
し
た
ら
、集
積
協
力
給

付
金
が
有
利
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
で

再
度
、地
元
関
係
者
全
員
の
説
明
会
を
開
い
た
。

中
山
間
農
地
を
整
備
、集
積

地
域
住
民
の
協
働
の
く
ら
し
を
創
る

山
口
県
阿
武
町

農
事
組
合
法
人
福
の
里 

代
表
理
事

市
河 

憲
良
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11
回
も
の
話
し
合
い
の
末
、80
％
以
上
の
賛
同
を
得

る
こ
と
が
で
き
、03
年
11
月
11
日
に
５
集
落
75
㌶
で「
農

事
組
合
法
人
福
の
里
」を
立
ち
上
げ
た
。集
積
協
力
給

付
金
３
０
０
０
万
円
を
使
っ
て
大
型
農
業
機
械
を
導
入

し
、床
面
積
３
６
５
平
方
㍍
の
格
納
庫
を
建
設
し
た
。

大
型
の
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手

　

法
人
化
に
当
た
っ
て
土
地
の
所
有
者
と
賃
貸
借
の
契

約
を
結
び
、10
㌃
当
た
り
の
借
賃
額
を
ほ
場
ご
と
に
決

め
た
。地
権
者
に
何
か
あ
っ
た
と
き
で
も
、法
人
が
引

き
続
き
農
地
を
管
理
し
て
く
れ
る
の
で
、地
域
を
出
て

生
活
し
て
い
る
子
ど
も
や
孫
た
ち
は
心
配
な
い
。ほ
ぼ

全
ほ
場
に
つ
い
て
、農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
10

年
間
の
利
用
権
設
定
の
契
約
を
結
ん
だ
の
で
、地
権
者

は
安
心
し
て
農
地
を
法
人
に
貸
す
こ
と
が
で
き
る
。一

方
の
法
人
は
、集
積
協
力
金
が
給
付
さ
れ
、北
は
栃
木

県
か
ら
南
は
北
九
州
に
住
む
地
権
者
１
４
０
人
に
地
代

を
支
払
う
事
務
手
続
き
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　

農
事
組
合
法
人
を
立
ち
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、地

域
の
農
家
が
高
齢
に
な
り
営
農
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。現
役
の
農
家
が
い
ま
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
、知
識
、労
力
を
出
し
合
え
る
と
き

に
法
人
化
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、多
少
強
引
で
あ
っ
た
が
、あ
る
程
度

早
い
段
階
で
法
人
化
し
た
お
か
げ
で
、余
裕
を
も
っ
て

人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。い
ま

は
第
二
世
代
が
中
心
に
な
り
運
営
を
担
い
、第
三
世
代

の
指
導
に
も
着
手
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

　

福
の
里
エ
リ
ア
の
農
地
は
、大
正
時
代
に
先
人
た
ち

が
ほ
場
整
備
を
し
た
後
、１
９
６
９
年
か
ら
５
カ
年
計

画
で
県
営
事
業
と
し
て
ほ
場
を
整
備
し
た
。整
備
さ
れ

た
ほ
場
で
あ
っ
て
も
、年
々
小
作
人
が
減
少
し
不
在
地

主
が
増
え
て
き
て
、荒
廃
田
が
目
に
つ
き
始
め
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
荒
廃
し
た
ほ
場
の
復
旧
を
、法
人
設
立
と
同

時
に
取
り
組
ん
だ
。長
年
荒
れ
果
て
た
農
地
を
元
に
戻

す
作
業
は
大
変
だ
っ
た
。大
き
く
な
っ
た
木
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
伐
採
し
、地
中
の
根
を
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
掘
り

起
こ
し
、背
丈
ほ
ど
あ
る
茅
を
草
刈
機
で
刈
り
、ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕
し
、復
田
し
て
い
っ
た
。

　

法
人
を
設
立
し
て
18
期
を
迎
え
た
現
在
、７
集
落
、農

家
戸
数
１
０
１
戸
、経
営
面
積
は
１
１
５
㌶
に
膨
ら
ん

だ
。福
の
里
エ
リ
ア
の
90
％
を
超
す
集
積
率
と
な
っ
た
。

　

ほ
場
整
備
か
ら
40
年
余
り
た
っ
た
ほ
場
の
施
設
は
老

朽
化
が
著
し
く
、作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
。透

水
性
が
低
下
し
て
水
田
の
汎
用
化
が
難
し
く
な
り
、収

市河 憲良　いちかわ のりよし 農事組合法人 福の里
1948年山口県阿武町福賀生まれ。
66年高校普通科卒業と同時に家
業の農業を継ぐ。2003年より現職。
10年阿武町農業委員就任。13年阿
武町農業委員会長就任。山口県農業
会議委員。15年「山口県農山村振興
賞」受賞。若いころから機械いじり
が好きで農閑期に働きに出た土建
業者でさまざまな機械に触れた経
験がある。得意な農機具の操作を遊
休農地解消にも大いに役立てた。こ
れからも遊休農地の解消と安定し
た経営を続け地域農地を守り、また
担い手育成にも取り組んでいく。

2003年、５集落75㌶で立ち上げ
る。現在は７集落、農家戸数101
戸137人、耕地面積は106.9㌶で
活動中。高齢化、後継者不足が進
むなかでため池改修工事をきっ
かけに地域が結び付き、農地を
守るため法人化を果たした。ほ
場再生に挑み、遊休農地はゼロ
に等しい管理体制を確立する。
また、農産物直売所「福の里」は年
間5,000万円の売り上げを誇る。

「地域主体、誰もが主役」をキャッ
チコピーに住民一丸となって地
域活性化に取り組んでいる。

上：効率よく使えるように整備したほ場での田植え作業
下：女性が切り盛りする直売所は魚も目玉商品
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量
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。ほ
場
の
一
部
に
竹
を

埋
め
て
排
水
を
よ
く
し
、多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
使

っ
て
少
し
ず
つ
水
路
の
改
修
を
進
め
た
。そ
し
て
、県

の
担
当
者
が
来
る
た
び
、「
い
ま
ど
き
Ｕ
字
溝
な
ん
て
ど

こ
に
も
あ
り
ゃ
ー
せ
ん
」と
現
状
を
訴
え
続
け
た
。

農
福
連
携
で
草
刈
り
や
農
作
業

　

つ
い
に
、国
、県
、町
の
補
助
を
受
け
、地
元
が
工
事

費
の
７･

５
％
を
負
担
し
て
、15
年
か
ら
３
年
か
け
て
用

水
路
改
修
の「
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
」（
総
事
業
費

２
億
円
）の
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。さ
ら
に
、17
年
か
ら

10
年
か
け
て
、１
２
０
㌶
の
暗
渠
排
水（
一
部
、地
下
水

位
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
フ
ォ
ア
ス
）、お
よ
び
受
益
面
積
30

㌶
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
の
大
事
業「
農
業
競
争
力
強
化

農
地
整
備
事
業
」（
総
事
業
費
10
億
円
）の
２
事
業
に
着

手
し
た
。環
境
が
整
っ
た
ほ
場
で
は
、作
物
の
生
産
量

の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
作
業
は
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
、自
動
バ
ル
ブ
の
お
か
げ
で
水
管
理
も
楽

に
な
る
で
あ
ろ
う
。工
事
が
完
了
す
る
の
が
楽
し
み
で

あ
る
。

　

ほ
場
整
備
は
進
み
つ
つ
あ
る
の
だ
が
、中
山
間
地
域

が
抱
え
る
特
有
の
問
題
が
草
刈
り
作
業
だ
。「
集
積
農
地

は
広
が
る
の
に
作
業
者
が
減
る
」と
い
う
ジ
レ
ン
マ
の

中
、少
し
で
も
草
刈
り
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、町
の
補

助
を
利
用
し
て
畦
畔
に「
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
」と
い

う
芝
を
吹
き
付
け
た
。ま
た
、ト
ラ
ク
タ
ー
と
バ
ッ
ク
ホ

ー
を
使
っ
て
道
路
や
河
川
沿
い
の
草
刈
り
を
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、ま
だ
ま
だ
背
負
い
や
自
走
式
に
よ
る
草
刈

機
で
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
が
大
半
だ
。傾

斜
の
厳
し
い
畦
畔
の
草
刈
り
作
業
は
、高
齢
で
な
く
と

も
重
労
働
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
わ
れ
わ
れ
に
強
力
な
助
っ
人
が
あ
ら
わ
れ
た
。

14
年
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
福
祉
法
人
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｆ（
の
ん

き
な
農
場
）と
の
農
福
連
携
で
あ
る
。福
の
里
加
工
直

売
所
に
隣
接
し
て
カ
ッ
ト
野
菜
工
場
を
建
設
し
、共
有

施
設
も
設
け
た
。Ｅ
・
Ｇ
・
Ｆ
の
利
用
者
た
ち
が
19
年
は

20
㌶
も
の
草
刈
り
を
請
け
負
っ
て
く
れ
た
。

　

農
作
業
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。農
業
法
人
で

育
苗
す
る
２
万
枚
の
苗
箱
を
、育
苗
機
か
ら
ハ
ウ
ス
に

並
べ
る
作
業
。さ
ら
に
田
植
え
で
は
、苗
箱
を
ハ
ウ
ス

か
ら
運
び
出
し
畦
の
ま
わ
り
に
並
べ
、田
植
機
３
台
に

２
人
ず
つ
つ
い
て
苗
箱
を
渡
す
作
業
。20
㌔
グ
ラ
ム
の

肥
料
袋
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
渡
す
作
業
。

　

ど
れ
も
か
な
り
の
力
仕
事
だ
が
、若
い
彼
や
彼
女
ら

は
明
る
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。そ
の
姿
を
見
て
、い

っ
し
ょ
に
働
く
わ
れ
わ
れ
も
元
気
を
も
ら
え
る
。い
ま

で
は
農
業
法
人
の
み
な
ら
ず
、地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

め
ざ
ま
し
い「
女
性
部
」の
活
躍

　

福
の
里
の「
女
性
部
」の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
る
。地
域
の
お
じ
さ
ん
た
ち
に
は
法
人
の
仕
事
が

で
き
た
。さ
ま
ざ
ま
な
担
当
や
役
も
あ
る
。「
地
域
の
お

ば
さ
ん
た
ち
に
も
活
動
す
る
場
を
つ
く
ろ
う
」。と
い
う

声
が
上
が
り
、２
０
０
５
年
６
月
に
会
員
56
人
で
女
性

部
を
立
ち
上
げ
た
。法
人
の
組
合
員
と
な
り
、理
事
２

人
も
出
し
て
い
る
。06
年
に
は
、「
福
の
里
の
モ
チ
米
で

餅
を
つ
く
る
か
ら
加
工
所
を
つ
く
ろ
う
」と
か
、「
加
工

品
や
新
鮮
な
地
元
の
野
菜
を
売
る
た
め
の
直
売
所
を
つ

く
ろ
う
」と
い
っ
た
声
も
挙
が
っ
た
。

　

06
年
に
は
中
山
間
の
交
付
金
を
使
っ
て
、加
工
場
と

直
売
所
を
建
設
し
た
。研
修
、試
作
を
繰
り
返
し
、餅
、

お
こ
わ
、柏
餅
、お
菓
子
な
ど
15
品
目
以
上
の
加
工
品

を
つ
く
り
上
げ
、直
売
所
で
販
売
し
た
。ま
た
山
口
県

名
物
・
餅
ま
き
用
の
小
餅
や
、お
正
月
用
の
お
重
を
真

空
パ
ッ
ク
に
し
て
各
地
に
発
送
も
し
て
い
る
。

　

直
売
所
は
、14
年
に
農
事
組
合
か
ら
独
立
し
て
魚
の

販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。早
朝
に
阿
武
町
内
の
漁
港

へ
行
き
、直
接
仕
入
れ
て
い
る
。「
な
ぜ
こ
ん
な
山
奥
の

直
売
所
で
、新
鮮
で
安
い
魚
を
売
っ
て
い
る
の
か
」と
、

お
客
に
驚
か
れ
て
い
る
。魚
を
荷
下
ろ
し
す
る
時
刻
に

は
、人
だ
か
り
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

　

現
在
、直
売
所
の
売
上
高
５
３
０
０
万
円
の
内
訳
は
、

地
元
野
菜
な
ど
の
販
売
が
32
％
を
占
め
て
お
り
、次
に

鮮
魚
が
20
％
、福
の
里
の
お
米
が
13
％
、女
性
部
の
加
工

品
が
12
％
と
な
っ
て
い
る
。鮮
魚
目
当
て
の
お
客
が
ほ

か
の
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
る
相
乗
効
果
も
あ
り
、魚

の
販
売
を
始
め
て
か
ら
売
り
上
げ
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

地
域
の
商
店
や
農
協
の
店
舗
が
閉
店
し
て
お
り
、高

齢
化
率
の
高
い
中
山
間
地
域
で「
買
い
物
難
民
」が
増

え
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。交
通
手
段
と
し
て
の
手
助

け
や
、生
活
必
需
品
の
配
達
な
ど
、今
後
、農
業
法
人
や

直
売
所
は
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
役
割
が
、い
っ
そ

う
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

農
業
法
人
の
担
い
手
と
し
て
研
修
中
の
二
人
の
若

者
に
は
、福
の
里
の
運
営
を
担
っ
て
い
く
の
は
も
ち
ろ

ん
、地
域
の
お
祭
り
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

て
、福
賀
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、近
い
将
来
、地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
わ
れ
わ
れ
は
、こ
の
農
地
や
風
景
を
守

り
、暮
ら
す
人
々
が
、安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
、継
続
し
た
地
域
発
展
を
願
い
、日
々
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。
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書評

書
評

読まれてます

　

こ
の
本
で
、稲
作
農
家
で
あ
る
私
の
、稲
に
つ
い
て
の

積
年
の
疑
問
が
解
け
た
。稲
は
自
家
受
粉
で
あ
る
。雨
の

日
は
外が

い

穎え
い

と
内な

い

穎え
い

が
閉
じ
た
ま
ま
受
粉
す
る
。そ
れ
な

の
に
、天
気
の
い
い
日
は
お
し
べ
を
穎
の
外
に
長
く
伸

ば
し
て
、黄
色
の
花
粉
を
振
り
ま
く
。田
ん
ぼ
に
入
る
と
、

ズ
ボ
ン
が
黄
色
に
染
ま
る
ほ
ど
だ
。大
量
の
花
粉
を
目

当
て
に
蜜
蜂
ま
で
が
寄
っ
て
く
る
。

　

こ
ん
な
に
花
粉
を
振
り
ま
く
必
要
は
な
い
。イ
ネ
科

植
物
の
稲
は
進
化
の
過
程
で
花
弁
を
捨
て
た
。し
か
し
、

風
媒
の
他
家
受
粉
の
ま
ま
、で
き
る
だ
け
花
粉
を
遠
く

ま
で
飛
ば
す
性
質
は
残
し
た
。そ
れ
な
の
に
農
業
が
始

ま
り「
改
良
」さ
れ
て
自
家
受
粉
に
な
っ
た
の
だ
が
。

　
「
そ
う
か
。ほ
ん
と
う
は
交
雑
し
た
が
る
性
質
ま
で

は
失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
」と
、私
は
気
づ
い
た

の
だ
。稲
の
交
雑
率
は
多
い
時
に
は
、０
・01
％
で
あ
る
。

１
万
粒
に
１
粒
と
言
え
ば
少
な
い
よ
う
だ
が
、10
㌃
で

宇
根�
豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

は
１
６
０
０
粒
に
も
な
る
。人
間
の
改
良
・
育
種
も
、稲

の
本
性
を
完
璧
に
封
じ
込
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

わ
け
だ
。

　

そ
こ
で
稲
垣
さ
ん
は
問
う
。「
人
間
は
イ
ネ
を
思
う
が

ま
ま
に
改
良
し
、利
用
し
て
き
た
。も
の
言
わ
ぬ
イ
ネ
は

そ
ん
な
人
間
に
つ
き
従
っ
て
き
た
。イ
ネ
は
人
間
の
歴

史
に
翻
弄
さ
れ
た
被
害
者
な
の
だ
ろ
う
か
」と
。そ
し

て
き
っ
ぱ
り
と
答
え
る
。「
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。イ

ネ
が
人
間
に
気
に
入
る
よ
う
に
自
在
に
変
化
し
て
い
る

だ
け
か
も
し
れ
な
い
。米
が
人
間
を
利
用
し
て
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
」

　

こ
う
い
う
語
り
方
は
、私
の
好
き
な
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に

近
い
。稲
垣
さ
ん
は
気
鋭
の
植
物
学
者
だ
が
、こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
学
者
と
は
ち
が
い
、人
間
目
線
だ
け
で
植

物
を
見
な
い
の
だ
。植
物
か
ら
の
ま
な
ざ
し
が
い
い
。

　

先
月
、村
の
歴
史
を
確
認
す
る
た
め
に
、わ
が
家
の
川

沿
い
の
田
ん
ぼ
を
掘
っ
て
み
た
。30
㌢
下
は
砂さ

礫れ
き

だ
っ

た
が
、さ
ら
に
45
㌢
ま
で
掘
り
下
げ
た
ら
、１
７
０
年
前

の
大
水
害
で
土
砂
に
埋
ま
っ
た
田
ん
ぼ
の
作
土
が
出
て

き
て
、し
ば
ら
く
感
慨
に
ひ
た
っ
た
。稲
垣
さ
ん
は「
日

本
人
は
何
が
あ
っ
て
も
、稲
作
を
や
め
る
こ
と
は
な
か

っ
た
」の
は
な
ぜ
か
、と
考
え
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
本
全
体
が
、そ
の
答
え
に
な
っ
て
い
る
。と
く
に

「
神
人
共
食
」と
い
う
正
月
や
祭
り
の
時
に
、田
ん
ぼ
や

稲
の
神
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
日
本
人
の
習
慣
に
そ
れ

が
よ
く
顕
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。田
ん
ぼ
や
稲
に
神

性
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、米
を
食
べ
る
こ
と
自
体
が
、

神
を
身
体
に
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。色
々
と
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
本
で
あ
っ
た
。

『
イ
ネ
と
い
う
不
思
議
な
植
物
』

稲
垣 
栄
洋 

著

稲
が
人
間
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の
か
も

（ちくまプリマー新書・820円 税抜）

三省堂書店農林水産省売店（2020年5月1日～5月31日・税抜）

タイトル 著者 出版社 定価
1 儲かる農業2020 週刊ダイヤモンド 2020年3月21日号 週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社 664円
2 平成農政の真実 キーマンが語る 菅 正治／著 筑波書房 1,500円
3 2030年のフード＆アグリテック 農と食の未来を変える世界の先端ビジネス70 佐藤 光泰・石井 佑基／著 同文舘出版 2,300円
4 図解 よくわかるスマート農業 三輪 泰史／著 日刊工業新聞社 2,000円
5 アメリカ2018年農業法 所得保障の引き上げ・強まる農場保護の動き 服部 信司／著 農林統計協会 2,200円
6 クリーンミート 培養肉が世界を変える ポール・シャピロ、

ユヴァル・ノア・ハラリ／著 日経BP 1,800円
7 誰も農業を知らない プロ農家だからわかる日本農業の未来 有坪 民雄／著 原書房 1,800円
8 農政改革 行政官の仕事と責任 奥原 正明／著 日本経済新聞出版社 1,600円
9 絶望の林業 田中 淳夫／著 新泉社 2,200円
10 フードバリューチェーンが変える日本農業 大泉 一貫／著 日本経済新聞出版社 1,800円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
踏
ま
え
、日
本
公
庫
は
２
０
２
０

年
11
月
５
～
６
日
に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た「
第
15
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
２
０
」を
中
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は「
国
産
」

に
こ
だ
わ
り
、広
域
に
販
路
拡
大
を
め

ざ
す
全
国
の
農
業
経
営
者
や
食
品
企
業

と
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
を
つ
な
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
た
商
談
会
で
、ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
の

あ
る
中
、安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
て

判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
お
け
る

商
談
を
期
待
さ
れ
て
い
た
出
展
者
お
よ

び
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理

解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、例
年
２
月
下
旬
に
開
催
し
て

い
る「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
を
見
き
わ
め

た
う
え
で
、開
催
の
可
否
に
つ
い
て
改

め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

 

（
情
報
企
画
部
）

　

北
陸
３
県
の
農
業
経
営
者
と
食
品
関

連
事
業
者
な
ど
の
交
流
会「
フ
ー
ド
ネ

ッ
ト
北
陸
」を
開
催
。精
米
卸
会
社
な
ど

を
経
営
す
る
株
式
会
社
神
明
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
の
藤
尾
益
雄
氏

が「
米
流
通
の
最
前
線
か
ら
み
た
日
本

農
業
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

藤
尾
氏
は
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
者

支
援
や
、国
内
の
食
事
情
や
海
外
の
和

食
ブ
ー
ム
を
踏
ま
え
た
流
通
販
売
な
ど
、

自
社
の
多
様
な
事
業
展
開
を
紹
介
。参

加
者
か
ら
は「
ア
イ
デ
ア
次
第
で
米
の
可

能
性
は
無
限
に
広
が
る
と
勇
気
を
も
ら

っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、於
：
金
沢
市
、参
加
者
：

農
業
経
営
者
な
ど
１
２
６
人

　

地
域
農
業
を
担
う
農
業
者
の
相
互
研

鑽
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た「
北
陸

若
手
農
業
者
勉
強
会
」で
、株
式
会
社

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
の
中
山
拓
哉
氏
を

講
師
に
迎
え
、ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
農

産
物
販
売
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

直
接
手
に
と
れ
ず
試
食
も
で
き
な
い
ネ

ッ
ト
販
売
で
の
効
果
的
な
商
品
説
明
や

Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、事
例
に
基

づ
き
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は「
消
費
者
目
線

の
商
品
づ
く
り
や
伝
え
方
を
工
夫
し
た

い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
、於
：
金
沢
市
、参
加
者
：

石
川
・
富
山
県
の
農
業
後
継
者
・
新
規

就
農
者
ら
30
人

講師の藤尾氏。４月に稲作を動画で学ぶ配信サービ
ス「お米未来塾」を開講した

勉強会は将来の担い手育成と支援のため、公庫が定
期的に開催

金
沢
支
店
発

勉
強
会
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

第
15
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
２
０

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
農林漁業者の皆さまへ

セーフティネット資金の特例制度が
措置されています
　新型コロナウイルス感染症で影響を受けた農林漁業者などの皆さまを対象として農林漁業
セーフティネット資金などに特例制度が措置されています。
　具体的な特例措置の内容は、農林漁業セーフティネット資金の貸付金使途の追加、融資限度
額の引上げ、農林漁業セーフティネット資金などの金利負担軽減、実質無担保・無保証人です。
　ご相談については、本店農林水産事業本部（フリーダイヤル：0120-926478）および全国の
各支店農林水産事業で受け付けています。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する観
点から、まずはお電話でご相談ください。
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農林漁業者などの皆さまからのご融資やご返済に
関する相談に、政策金融機関として引き続き迅速かつきめ細やかな対応を行ってまいります。

⃝ 上記概要は、第２次補正予算成立前の内容です。
⃝ 農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）、経営体育成強化資金、

漁業経営改善資金、農林漁業施設資金についても、実質無利子な
どの特例措置があります。

⃝ 審査の結果により、ご希望に沿えない場合があります。

（注）主業農林漁業者とは 
個人：農林漁業に係る所得が総所得の過半を占めている方、または農林漁業に係る粗収益が200万円以上の方 
法人：農林漁業に係る売上高が総売上高の過半を占めている方、または農林漁業に係る売上高が1,000万円以上の方

［制度の概要］

ご利用いただける方 主業農林漁業者（注）などであって、新型コロナウイルス感染症により資金繰
りに著しい支障を来している、または来すおそれがある方

資金の使いみち 農林漁業経営の維持安定に必要な長期運転資金

特例制度の内容 （1）金利負担軽減
　　実質無利子（融資当初５年間（林業者は当初10年間））

（2）融資限度額引上げ
　　一般：1,200万円、特認（※）：年間経営費などの12分の12以内
　　※ 簿記記帳を行っている方に限り、経営規模などから融資限度額の引上

げが必要と認められる場合に適用されます。

（3）実質無担保・無保証人
　　担保は融資対象物件、保証人は同一経営の範囲内に限ります。

融資期間 10年以内（うち据置期間３年以内）

日本公庫支店は
⬅ こ ち ら か ら
アクセスできます



編集後記

みんなの広場

６・７月号合併号のお知らせ

　農林水産業や食品産業の皆さま、なら
びに関係機関などの皆さま、日ごろより、
本誌をご愛読いただきありがとうござい
ます。
　さて、本誌編集部では新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止への対策として、
政府からの行動自粛の要請を受け、編集
制作にともなう取材活動など、関係者との
接触に配慮してまいりました。
　このため、やむを得ず６月号、７月号を
合併号とさせていただきました。
　農林水産業・食品業界をとりまく環境
がコロナ禍によって激しくゆれています。
引き続き、「食」を支えている皆さまへの
情報発信に努めてまいります。今後とも、
ご愛読よろしくお願い申し上げます。

� 本誌編集長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、徐
々
に
経
済
活
動
や
社

会
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

は
政
府
が
示
す「
新
し
い
生
活
様
式
」を
踏

ま
え
た
行
動
が
常
識
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。さ
て
、今
号
ま
で
３
回
に
わ
た
り
特
集

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
も
農
林
水
産
業
、

食
品
の
分
野
で
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
が
常
識
と
な
る
時
代

は
す
ぐ
そ
こ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
西
山
）

自
力
で
農
地
や
指
導
者
を
探
し
た

「
新
・
農
業
人
」の
大
石
さ
ん
。不
安
を
抱

え
て
も
就
農
を
諦
め
な
か
っ
た
の
は
意
地

も
あ
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。農
業
で

生
計
を
立
て
る
と
決
め
て
周
囲
に
宣
言
し
、

あ
え
て
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て

後
に
は
引
け
な
い
状
況
を
つ
く
っ
た
そ
う

で
す
。ま
さ
に
有
言
実
行
。「
こ
こ
で
諦
め

た
ら
自
分
は
一
生
成
功
し
な
い
と
思
っ
た
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。 （
山
本
）

環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ
な
農
業
を
広
げ

る
た
め
に
、農
作
物
で
あ
る
が
ゆ
え
の
ブ
レ

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
特
集
で
小
野
さ
ん

は
訴
え
ま
す
。ダ
イ
コ
ン
の
す4

は
春
が
近
づ

い
て
き
た
証
拠
と
知
れ
ば
、消
費
者
の
見
方

は
今
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。ブ
レ
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
編
み

出
さ
れ
た
の
が「
や
さ
い
の
き
も
ち
か
る

た
」。１
０
０
年
先
も
つ
づ
く
農
業
の
実
現

へ
、小
野
さ
ん
は
進
行
中
で
す
。 

（
城
間
）

お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

す
が
、普
段
の
生
活
の
中
で
17
の
目
標
達

成
に
貢
献
で
き
る
と
、あ
る
ラ
ジ
オ
番
組

で
知
り
ま
し
た
。た
と
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
の

今
、不
要
不
急
の
外
出
自
粛
は
す
べ
て
の

人
の
健
康
に
つ
な
が
り
、営
業
自
粛
の
飲

食
店
で
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
食
品
ロ
ス
削

減
や
経
済
活
動
を
支
え
ま
す
。新
し
い
生

活
様
式
と
よ
り
よ
い
社
会
に
向
け
た
行
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
竹
中
）

♠
先
般
、田
植
え
が
無
事
に
終
わ
り
ま

し
た
。田
ん
ぼ
が
大
好
き
な
私
は
、例
年

の
一
人
で
す
る
田
植
え
も
ま
っ
た
く
苦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た
め
、単
身
赴
任

中
の
夫
は
戻
っ
て
き
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、大

学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
や
休
業
で
在
宅
だ
っ
た
の
で
、フ
ァ
ミ

リ
ー
で
田
植
え
が
で
き
ま
し
た
。と
て
も

う
れ
し
い
も
の
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
は
、社
会
的
、経
済
的
な
負

の
影
響
が
大
き
い
で
す
ね
。私
の
と
こ
ろ

で
は
、都
内
に
あ
る
取
引
先
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
政
府
の
要
請
に
従
い
休
業
し
、お
米

の
納
入
も
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、個
人
消
費
者
の
米
の
購
入
が
増
え

る
な
ど
新
し
い
動
き
も
あ
り
ま
す
。農

家
と
直
接
つ
な
が
り
た
い
、応
援
し
た
い

と
い
う
こ
と
か
な
と
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
不
安
に
駆
ら
れ
る
こ
と

な
く
、楽
し
い
こ
と
、う
れ
し
い
こ
と
に

目
を
向
け
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
に
つ
い
て
の
ご

意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
件
名
は

「
み
ん
な
の
広
場
」と
し
、２
０
０
字
程
度
で
お

願
い
し
ま
す
。な
お
、ご
意
見
は
誌
面
の
都
合

上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
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上級農業経営アドバイザー

連載 号

38　AFCフォーラム 2020・6・7

農業経営アドバイザーにはあ
らゆる知識が求められる。

　活動を始めたころ、ある農業法
人から経営相談の依頼があった。
訪問し、経営状況を知るため帳簿
など資料の提示を求めると、「帳簿
書類は税務署が持っていった」と
いう。
　PCデータを見るとなんと普通預
金の仕分けが貸借逆である。帳簿
の体をなしていないことは一目瞭
然で、急遽、税務対策も引き受ける
ことになった。税務署と連絡をとり、
税務調査にも立ち会った。
　あわただしい一日が過ぎ、農業法
人の専務が、ぽつりと言った。「農業
にも税務調査が入るなんて社会的
に認められ、農業者も一人前になっ
てきたもんだ」。強がりだったのか
どうかは謎だが、印象に残っている。

大学院で税法研究を始めたと
き、「税理士は八百屋の学問

である」と教授から教えられた。税
理士業務はあらゆる業種を対象と
するため多方面の知識を蓄え続け
なければならない。農業も多種多

く役立っている。
　全国農業経営コンサルタント協
会は、「これからは農業の時代だか
ら、私の研究会に入りなさい」と、主
催者である先輩に誘われたのがき
っかけだが、入会していなければ

様であり、経営相談だけでなく、税
務対策、経営承継、経営計画策定な
ど支援は多岐にわたる。農業経営
アドバイザーも「八百屋の学問」を
実践しなければ、依頼主の要望に
応えられない。これは一人で対応
できるものではない。農業の専門家
や関係団体との連携が欠かせない。
そこで役に立つのが、研究会だ。

私自身は「全国農業経営コンサ
ルタント協会」に約20年間、

「九州農業経営研究会」に12年間、
籍をおいてきたことが、活動に大き

農業経営アドバイザーへの道はな
かったかもしれない。
　交流会や勉強会でも、さまざまな
知識や情報を仕入れられる。ある交
流会で、「農水省の補助金制度はわ
かりにくいですよね」と話を持ちか
けたところ、九州農政局の地方参事
官から『農林水産省�逆引き事典』の
サイトを教えてもらった。きわめて
便利なサイトで、活用している。
　鹿児島では、７年ほど前、同僚とと
もに「かごしま農業経営研究会」を
立ち上げた。相互に切磋琢磨し、農
業経営の支援者を育成したい。

「八百屋の
学問」を
実践する

税理士法人桜岳 
代表社員

木山 雅人
KIYAMA Masato

きやま まさと
1950年鹿児島県生まれ。鹿児島市で税理士と行
政書士業に携わっている。鹿児島県農業経営ス
ペシャリスト、宮崎県農業経営相談所専門家登
録。鹿児島県立農業大学校講師（農業税務論）。

▪農業経営アドバイザー
農業経営者のニーズに対応し、経営への総合的で的確なアドバイスを実践する専門家です。
2005年、農業経営の発展に寄与することを目的に日本公庫（当時、農林漁業金融公庫）が資格制
度を創設しました。本コーナーは、上級資格である上級農業経営アドバイザーが執筆します。
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